
457

禅文化研究所紀要 第34号（平成31年2月）

要
旨

　

中
国
唐
王
朝
の
頃
、
日
本
僧
が
求
法
の
た
め
に
天
竺
に
向
か
う
た
め
に
は
、
往
々
に
し
て
唐
僧
の
ル
ー
ト
に
従
っ
て
南
海

を
経
由
し
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
を
休
息
・
説
法
・
学
問
・
訳
経
の
途
中
駅
と
し
た
。
文
献
上
で
考
証
が
で
き
る
最
も
早
く
に

マ
ラ
ヤ
に
至
っ
た
日
本
僧
は
皇
族
の
出
家
僧
真
如
親
王
で
あ
り
、
九
世
紀
に
マ
レ
ー
半
島
で
円
寂
し
て
い
る
。
し
か
し
、
真

如
が
南
下
し
た
時
代
は
畢
竟
日
本
本
土
に
仏
教
が
萌
芽
し
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
後
日
本
本
土
で
変
遷
し
た
各
宗
派
は
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
土
地
に
信
仰
の
痕
跡
を
残
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
十
九
世
紀
末
に
な
り
、
日
本
の
南
進
政
策
に
伴
い

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
両
地
に
よ
う
や
く
次
々
と
日
本
仏
教
の
各
宗
派
の
寺
院
が
出
現
し
た
。
こ
れ
ら
の
寺
院
は

日
本
人
の
墓
地
と
結
合
し
、
日
本
僑
民
が
南
洋
を
開
拓
す
る
際
の
懐
郷
の
念
と
信
仰
の
帰
着
先
を
満
足
さ
せ
、
日
本
移
民
の

当
地
で
の
生
活
に
お
い
て
本
質
的
な
生
死
の
営
み
の
需
要
に
配
慮
し
、
ま
た
自
発
的
に
帝
国
の
た
め
に
国
族
意
識
を
凝
集
す

る
と
い
う
責
任
を
負
っ
た
。
日
本
が
第
二
次
世
界
大
戦
期
間
に
マ
ラ
ヤ
を
占
領
す
る
に
到
っ
て
、
当
地
の
日
本
仏
教
は
疑
い

も
な
く
統
治
者
た
る
を
指
し
示
す
主
流
の
信
仰
の
一
つ
で
あ
り
、
日
本
本
土
が
真
如
親
王
を
追
奉
し
て
「
南
進
の
先
覚
者
」

と
す
る
主
張
を
迎
え
入
れ
も
し
た
。
し
か
し
、
日
本
仏
教
は
戦
前
も
戦
時
も
自
ら
「
帝
国
」
の
立
場
に
己
の
位
置
を
定
め
、

日
本
仏
教
の
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
曲
折
し
た
運
命

王
　
琛
発
（
翻
訳
・
小
南
妙
覚
）
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最
終
的
に
は
日
本
仏
教
と
地
方
の
そ
の
他
の
諸
民
族
の
感
情
と
の
乖
離
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
の
敗
戦
に
伴
い
大
多

数
の
日
僑
が
国
外
に
退
去
さ
せ
ら
れ
、
各
地
の
日
本
寺
院
も
信
徒
の
消
失
す
る
に
及
ん
で
衰
微
の
命
運
を
逃
れ
難
か
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
求
法
僧
、
南
洋
、
日
僑
人
口
、
仏
寺
の
分
布
、
太
平
洋
戦
争
、
華
人
に
対
す
る
態
度

　

一
九
四
二
年
か
ら
一
九
四
五
年
に
至
る
ま
で
、
日
本
は
マ
ラ
ヤ
統
治
の
三
年
八
ヶ
月
の
間
に
皇
室
出
身
の
平
安
朝
の
僧
侶
で

あ
る
真
如
法
親
王
を
尊
崇
し
、
真
如
法
親
王
の
品
行
を
通
し
て
日
本
仏
教
の
マ
ラ
ヤ
に
対
す
る
影
響
を
強
調
し
、
法
師
を
日

本
の
南
進
の
先
覚
者
と
見
做
そ
う
と
し
た
。
第
二
次
大
戦
時
の
日
本
の
学
者
の
、
真
如
法
師
を
も
っ
て
マ
ラ
ヤ
仏
教
史
を
再

構
築
し
よ
う
と
い
う
動
機
は
さ
て
お
き
、
真
如
親
王
は
確
か
に
九
世
紀
に
天
竺
へ
行
く
途
中
、
羅
越
国
す
な
わ
ち
今
日
の
マ

レ
ー
シ
ア
国
境
の
南
で
円
寂
し
て
お
り
、
彼
を
日
マ
交
通
史
の
古
代
の
証
人
と
見
な
し
て
も
そ
の
名
に
恥
じ
る
こ
と
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
日
本
帝
国
政
府
が
真
如
法
師
を
強
調
す
る
前
の
日
僑
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
日
本
仏
教
は
十
九

世
紀
末
よ
り
英
領
海
峡
の
植
民
地
と
マ
ラ
ヤ
連
邦
に
出
現
し
、
二
十
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
ず
っ
と
日
僑
の
宗
教
の
形
態
を

保
持
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
寺
院
の
分
布
は
日
僑
の
人
口
の
マ
ラ
ヤ
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
人
口
分
布
に
呼
応
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
日
本
仏
教
は
教
義
に
お
い
て
は
天
皇
統
治
の
国
族
意
識
を
裏
付
け
る
傾
向
を
持

ち
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
マ
ラ
ヤ
北
方
に
至
る
寺
院
と
霊
園
も
ま
た
人
々
の
信
仰
生
活
に
歩
調
を
合
わ
せ
満
足
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
ラ
ヤ
の
土
地
に
お
け
る
日
本
仏
教
は
積
極
的
に
日
本
人
以
外
へ
の
布
教
を
行
っ
た
と
は

思
え
な
い
。
そ
の
僑
民
の
宗
教
と
し
て
の
傾
向
は
き
わ
め
て
明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
日
本
の
駐
マ
ラ
ヤ
軍
政
府
が
そ
の
後

真
如
法
親
王
の
こ
と
で
日
本
仏
教
と
日
マ
関
係
を
論
述
し
た
と
し
て
も
、
や
は
り
日
本
民
族
中
心
論
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

日
僑
仏
教
は
外
地
で
の
民
族
的
色
彩
か
ら
内
部
で
の
国
族
の
一
体
感
に
到
る
ま
で
こ
の
よ
う
に
豊
富
で
あ
り
、
そ
れ
が
逆
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に
東
南
ア
ジ
ア
の
そ
の
他
の
仏
教
グ
ル
ー
プ
、
と
り
わ
け
漢
伝
仏
教
と
の
交
流
を
妨
げ
か
ね
ず
、
そ
れ
自
身
が
本
土
（
訳
者

注
・
マ
ラ
ヤ
）
の
民
族
を
跨
ぐ
信
仰
へ
転
化
す
る
こ
と
を
妨
げ
も
し
た
。
こ
の
こ
と
が
最
終
的
に
は
日
本
仏
教
を
日
本
の
第

二
次
大
戦
の
敗
戦
と
と
も
に
、
一
度
に
マ
ラ
ヤ
の
宗
教
的
領
域
か
ら
退
場
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
前
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
土
地
で
寥
々
と
し
て
い
く
ら
も
な
か
っ
た
日
本
の
仏
教
寺
院
は
、
今
や
文
献
か
ら
整
理
す
る
ほ
か

は
な
い
切
れ
切
れ
の
断
片
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

本
稿
の
要
点
は
、「
日
本
仏
教
」
が
一
組
の
外
来
の
民
族
的
形
式
を
も
っ
た
「
仏
教
」
と
し
て
、
第
二
次
大
戦
前
に
マ
ラ

ヤ
に
入
っ
た
後
の
運
命
、
と
り
わ
け
そ
の
第
二
次
大
戦
前
の
「
僑
民
宗
教
」
か
ら
、
人
々
の
眼
中
に
現
れ
て
は
す
ぐ
に
消
え

た
「
統
治
者
宗
教
」
へ
の
変
遷
を
論
述
す
る
こ
と
に
あ
る
。
第
二
次
大
戦
前
と
大
戦
時
の
「
日
本
仏
教
」、
そ
の
範
囲
は
明

治
以
前
す
で
に
そ
の
本
土
（
訳
者
注
・
日
本
）
で
変
遷
し
開
宗
し
た
各
宗
派
の
総
称
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
浄

土
真
宗
・
曹
洞
宗
・
日
蓮
宗
・
真
言
宗
な
ど
は
い
ず
れ
も
日
本
仏
教
の
伝
統
的
な
宗
派
で
あ
り
、
一
九
二
〇
年
代
以
前
に
マ

ラ
ヤ
に
出
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
、
唐
代
に
日
本
の
求
法
僧
が
マ
ラ
ヤ
古
国
に
残
し
た
痕
跡

　

日
本
と
中
国
両
方
の
史
籍
に
よ
る
と
、
日
本
の
求
法
僧
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
土
地
に
出
現
し
た
の
は
遅
く
と
も
唐
代
に
ま
で

遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
確
に
言
え
ば
、
日
本
の
僧
が
中
国
唐
朝
時
代
に
南
洋
を
下
っ
た
と
い
う
記
載
は
唐
代
の
日
中
交
流

に
関
係
す
る
史
書
に
多
く
見
ら
れ
る
。
当
時
の
唐
朝
は
日
本
人
が
仏
教
を
学
ぶ
源
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
ま
た
多
く
の
日
本

僧
に
対
し
中
国
僧
の
足
取
り
に
従
っ
て
求
法
の
た
め
に
直
接
天
竺
に
行
く
よ
う
啓
発
も
行
っ
て
き
た
。
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も
し
最
も
早
く
天
竺
に
至
っ
た
日
本
僧
を
論
じ
る
な
ら
ば
、
当
然
「
金
剛
三
昧
」
そ
の
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
釈

東
初
法
師
は
か
つ
て
『
入
竺
日
本
僧
金
剛
三
昧
伝
考
』
を
根
拠
と
し
て
、
日
本
の
「
金
剛
三
昧
」
法
師
が
、
貞
元
二
年

（
七
八
六
）
に
空
海
・
最
澄
と
同
時
に
第
十
八
次
遣
唐
使
船
に
乗
っ
て
入
唐
し
た
と
言
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
天
竺
に
向
か
っ
た

一
人
目
の
日
本
僧
と
記
載
さ
れ
る
べ
き
事
実
で
あ
る
⑴
。
唐
代
の
段
成
式
『
酉
陽
雑
俎
』
の
原
文
を
顧
み
る
と
、
作
者
は
「
倭

国
僧
金
剛
三
昧
」
が
体
験
を
語
る
の
を
自
ら
聞
い
た
と
記
述
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
成
式
見
二
倭
国
僧
金
剛
三
昧
一
、
言
嘗

至
二
中
天
一
、
寺
中
多
画
二
玄
奘
麻
屩
及
匙
箸
一
、
以
二
綵
雲
一
乗
レ
之
、
蓋
西
域
所
レ
無
者
。
毎
レ
至
二
斎
日
一
、
輒
膜
拝
焉
。」、「
又

言
那
蘭
陀
寺
僧
食
堂
中
、
熱
際
有
二
巨
蠅
数
万
一
。
至
二
僧
上
堂
一
時
、
悉
自
飛-

二

集
于
庭
樹
一
⑵
」。

　

金
剛
三
昧
法
師
は
西
域
に
は
「
麻
屩
及
匙
箸
」
が
な
い
と
言
っ
て
お
り
、
ま
た
那
蘭
陀
寺
は
「
熱
際
有
二
巨
蠅
数
万
一
」
と

言
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
見
れ
ば
確
か
に
亜
熱
帯
の
異
国
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
後
人
が
彼
の
西
天
竺
を
往

来
し
た
ル
ー
ト
を
考
証
す
る
術
は
な
く
、
か
つ
て
今
日
の
マ
レ
ー
シ
ア
領
土
に
逗
留
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

　

文
献
で
証
明
で
き
る
最
も
早
期
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
日
本
僧
は
、
真
如
法
師
を
頭
と
す
る
一
群
の
僧

達
で
あ
る
。

　

真
如
法
師
は
、
日
本
で
は
一
般
的
に
「
真
如
親
王
」
ま
た
「
真
如
法
親
王
」、
あ
る
い
は
「
頭
陀
親
王
」
と
称
さ
れ
て
お

り
、
歴
史
上
確
か
に
か
つ
て
こ
こ
に
し
ば
し
居
住
し
、
最
期
も
こ
の
地
で
円
寂
し
た
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
よ
っ

て
、
太
平
洋
戦
争
時
代
の
日
本
政
府
は
か
つ
て
意
識
的
に
真
如
法
親
王
を
「
南
進
」
の
先
駆
と
誇
張
し
、
法
師
の
事
蹟
を
マ

ラ
ヤ
「
聖
戦
」
の
歴
史
感
覚
に
ま
で
演
繹
し
よ
う
と
し
た
。
一
九
四
三
年
九
月
、
こ
の
企
み
は
日
本
で
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ

し
、
学
者
が
表
に
立
っ
て
真
如
の
品
行
を
研
究
す
る
協
会
に
参
加
し
、
京
都
帝
国
大
学
の
新
村
（
訳
者
注
・
新
村
出
）
博
士

は
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
真
如
法
親
王
が
ル
ク
ッ
ト
で
円
寂
し
た
と
確
定
し
た
。
他
に
杉
本
直
治
郎
博
士
は
毎
年
三
月
二
日

に
真
如
法
親
王
が
求
法
の
た
め
に
広
州
か
ら
海
に
出
た
こ
と
を
記
念
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
こ
の
日
を
「
大
東
亜
共
栄



461

禅文化研究所紀要 第34号（平成31年2月）

圏
」
の
記
念
日
の
一
つ
と
し
て
取
り
決
め
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
⑶
。

　

東
初
法
師
の
『
中
日
佛
教
交
通
史
』
が
引
用
す
る
日
本
の
史
籍
『
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
』
に
よ
る
と
、
真
如
法
師
は
元
々

平
城
天
皇
の
第
三
皇
子
で
あ
り
、
廃
さ
れ
て
出
家
し
、
法
修
寺
の
道
銓
和
尚
を
頼
っ
て
そ
こ
で
三
論
宗
を
学
び
、
後
に
ま
た

空
海
法
師
に
従
っ
て
密
教
阿
闍
梨
位
を
修
学
し
、
八
六
一
年
に
入
唐
の
勅
を
奉

う
け
た
ま
わ

っ
た
後
、
咸
通
四
年
（
八
六
三
）
七
月
太

宰
府
に
到
り
唐
人
張
友
信
の
船
に
乗
っ
て
入
唐
し
、
九
月
明
州
に
到
り
、
八
六
六
年
五
月
長
安
西
明
寺
か
ら
広
州
を
経
由
し

て
イ
ン
ド
に
入
り
、
羅
越
国
で
没
し
た
⑷
。

　

さ
ら
に
東
初
法
師
よ
り
も
早
く
、
太
平
洋
戦
争
期
間
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
博
物
院
院
長
で
あ
っ
た
日
野
巌
が
一
九
四
四

年
にS. D

ulai Rajasingam
と
の
共
著
『
日
本
―
マ
レ
ー
シ
ア
人
歴
史
関
係
散
集
』（ Stray N

otes on N
ippon-M

alaisian 

H
istrical Connections

）
に
お
い
て
同
様
に
真
如
親
王
が
い
か
に
し
て
命
を
奉
じ
て
入
唐
し
た
か
を
述
べ
て
い
る
。
日
野
巌

も
言
及
し
て
い
る
が
、
真
如
は
八
六
五
年
正
月
に
日
本
の
求
法
僧
円
載
の
協
力
に
よ
っ
て
天
竺
に
赴
く
勅
許
を
得
て
お
り
、

随
行
僧
に
安
田
・
円
覚
・
空
丸
な
ど
の
日
本
僧
が
い
た
⑸
。

　
『
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
』
は
日
記
形
式
の
記
録
で
あ
り
、
真
如
法
親
王
に
随
伴
し
て
入
唐
し
た
伊
勢
興
房
の
撰
で
あ
る
。

八
六
一
年
三
月
、
天
皇
が
親
王
の
入
唐
に
勅
許
を
下
し
た
所
か
ら
書
き
始
め
、
八
六
五
年
六
月
の
（
訳
者
注
・
撰
者
の
）
帰

国
ま
で
を
記
し
て
い
る
。
日
野
巌
は
主
に
日
本
の
文
献
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
言
う
ま
で
も
な
く
『
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
』

を
見
落
と
す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
彼
ら
は
さ
ら
に
日
本
仏
教
史
を
背
景
と
な
す
こ
と
に
傾
き
、
時
間
の
言
い
方
を

全
て
西
暦
に
換
算
し
て
い
る
。
日
野
巌
に
よ
る
と
、
八
五
五
年
五
月
二
十
三
日
奈
良
東
大
寺
の
聖
像
が
毀
損
さ
れ
た
際
、
真

如
は
修
復
を
司
っ
た
僧
侶
で
あ
っ
た
。
彼
は
八
六
一
年
に
聖
像
を
修
復
し
た
後
、
天
皇
に
特
別
の
恩
典
を
も
っ
て
求
法
の
た
め

の
入
唐
を
許
可
さ
れ
ん
こ
と
を
求
め
、
八
六
二
年
九
月
六
日
に
日
本
を
出
発
し
、
浙
江
寧
波
に
到
着
し
二
年
修
学
の
後
長
安

青
龍
寺
に
向
か
っ
た
⑹
。
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さ
ら
に
真
如
法
師
の
師
資
相
承
を
考
察
す
る
と
、
真
如
の
青
龍
寺
に
お
け
る
伝
承
は
、「
恵
果
―
法
潤
―
法
全
―
真
如

（
金
剛
と
胎
蔵
両
部
を
兼
修
）」
で
あ
り
、
そ
の
兄
弟
弟
子
の
中
に
は
他
に
日
本
か
ら
来
て
い
る
人
物
も
い
る
。
こ
の
仏
法
の

脈
絡
は
ま
さ
に
後
に
日
本
真
言
宗
・
密
教
が
遡
る
と
こ
ろ
の
淵
源
で
あ
る
⑺
。
し
か
し
、
日
野
巌
が
真
如
の
天
竺
行
き
の
理

由
に
言
及
す
る
時
、
彼
が
認
知
し
て
い
た
事
実
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
こ
れ
以
前
、
中
国
で
は
武
宗
の
八
四
五
年
に
極

端
な
廃
仏
の
法
難
が
発
生
し
た
。
親
王
は
中
国
で
中
国
仏
教
が
す
で
に
全
面
的
に
失
わ
れ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
中
国
僧
が
全

く
日
本
僧
の
比
で
は
な
い
と
感
じ
て
、
彼
は
中
国
で
は
何
ら
熱
心
に
勉
強
を
せ
ず
、
そ
う
し
て
イ
ン
ド
に
行
き
原
典
か
ら
仏

法
を
探
求
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
っ
た
⑻
」。

　

歴
史
を
振
り
返
っ
て
、
極
東
の
求
法
僧
の
天
竺
行
き
を
見
る
と
、
僧
侶
が
海
路
を
と
れ
ば
、
今
日
の
マ
レ
ー
シ
ア
領
の
ど

ん
な
辺
鄙
な
所
に
も
滞
在
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
民
国
年
間
の
馮
承
鈞
撰
『
中
国
南
洋
交
通
史
』
は
、
か
つ
て
元
代
の
『
島

夷
誌
略
』
の
概
念
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
今
の
い
わ
ゆ
る
南
洋
は
、
明
代
の
東
西
洋
を
包
括
し
て
言
っ
て

い
る
。
…
…
お
お
よ
そ
マ
レ
ー
半
島
と
ス
マ
ト
ラ
以
西
を
も
っ
て
、
単
刀
直
入
に
言
う
と
今
の
イ
ン
ド
洋
を
西
洋
と
し
、
以
東

を
東
洋
と
し
た
。
昔
ア
ラ
ビ
ア
人
も
ま
た
こ
の
両
地
を
も
っ
て
イ
ン
ド
と
中
国
と
の
境
界
と
し
た
。
し
か
し
、
元
代
以
前
は

概
し
て
こ
れ
に
南
海
あ
る
い
は
西
南
海
と
名
付
け
て
い
た
⑼
」。
古
来
、
中
国
の
古
籍
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
南
海
諸
国
は
主
と

し
て
南
シ
ナ
海
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
ま
で
の
範
囲
の
多
く
の
小
規
模
な
都
市
国
家
で
あ
っ
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
仏
教
史
の
観
点
か
ら
、
真
如
の
「
羅
越
国
に
卒
す
」
を
解
読
す
る
と
、
あ
る
い
は
後
人
が
マ
レ
ー
シ
ア
古
代

史
の
途
切
れ
途
切
れ
の
断
片
を
理
解
す
る
助
け
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
宗
祈
（
役
者
注
・
宋
祁
）
撰
の
『
新
唐
書
』
巻

二
二
二
下
『
南
蛮
・
羅
越
国
伝
』
は
こ
う
記
し
て
い
る
。「
羅
越
者
、
北
距
レ
海
二
五
千
里
一
、
西
南
歌
谷
羅
。
商
賈
往
来
所
二
湊

集
一
、
俗
与
二
堕
羅
鉢
底
一
同
、
歳
乗
レ
舶
至
二
広
州
一
。
州
必
以
聞
⑽
」。
同
書
の
巻
四
十
三
『
地
理
誌
下
』
に
広
州
よ
り
各
国
を

南
下
す
る
航
行
日
数
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
。「
…
…
又
五
日
往
至
二
海
峡
一
、
蕃
人
謂
二
之
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「
質
」
一
、
南
北
百
里
、
北
岸
則
羅
越
国
、
南
岸
則
仏
逝
国
⑾
」。
後
人
の
考
証
で
は
、「
堕
羅
鉢
底
」
は
お
そ
ら
く
タ
イ
の
チ
ャ

オ
プ
ラ
ヤ
ー
川
一
帯
で
あ
り
⑿
、
羅
越
国
は
す
な
わ
ち
今
日
の
マ
レ
ー
半
島
南
部
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
一
帯
で
あ
り
、
ま
た
お
そ

ら
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
内
に
含
む
⒀
。
真
如
法
師
と
彼
の
随
行
の
僧
ら
は
羅
越
国
に
到
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
し
て
法
師
本
人

も
当
地
で
円
寂
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
マ
レ
ー
シ
ア
古
代
の
「
商
賈
往
来
所
二
湊
集
一
」
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
海
域
と
そ
の

南
岸
の
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
と
同
様
、
か
つ
て
各
国
の
僧
侶
が
往
来
し
た
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

実
は
日
野
巌
は
、
真
如
法
親
王
は
中
国
で
仏
教
を
学
ば
な
け
れ
ば
イ
ン
ド
に
到
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
不
満

で
あ
っ
た
と
い
う
の
も
明
白
な
事
実
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
真
如
法
師
の
個
人
的
思
考
で
あ
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
こ
こ
か
ら
転
化
し
て
唐
朝
の
中
国
仏
教
の
優
劣
を
評
論
す
べ
き
で
も
な
い
。
事
実
上
、
唐
代
以
来
ド
ヴ
ァ
ー
ラ

ヴ
ァ
テ
ィ
ー
か
ら
南
方
の
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
王
国
に
到
る
ま
で
、
南
海
諸
国
は
絶
え
ず
学
問
・
説
法
・
訳
経
の
場
所
で

あ
っ
た
。
唐
宋
元
三
代
の
間
は
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
地
か
ら
来
た
僧
侶
が
天
竺
と
南
海
諸
国
を
往
来
し
、
師
を
尋
ね
経

典
を
求
め
た
さ
ま
は
「
絡
繹
絶
え
ず
（
往
来
が
絶
え
な
い
）」
と
形
容
で
き
よ
う
⒁
。
唐
代
の
僧
侶
が
求
法
の
た
め
に
西
イ
ン

ド
に
向
か
っ
た
と
い
う
早
期
の
文
献
に
は
、
後
人
が
比
較
的
よ
く
知
る
義
浄
の
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
と
玄
奘
の
『
大
唐
西

域
記
』
を
含
め
て
、
そ
の
中
に
は
自
ら
経
歴
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
ま
た
イ
ン
ド
と
中
国
の
間
の
旅
商
人
の
伝
え
話
す
の
を

聞
い
た
も
の
も
あ
る
。
経
典
が
完
備
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
先
人
が
命
が
け
で
経
典
を
求
め
た
曲
折
に
富
ん
だ
体
験
は
、

度
々
後
世
の
学
僧
の
危
険
を
冒
し
て
の
大
願
を
鼓
舞
し
て
き
た
。
そ
の
影
響
は
深
遠
な
も
の
で
あ
る
。「
真
如
法
親
王
」
は

実
の
と
こ
ろ
名
前
と
生
前
の
事
蹟
を
残
し
た
少
数
の
者
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　

元
朝
の
延
祐
年
間
（
一
三
一
四
～
一
三
二
〇
）
に
な
っ
て
も
、
こ
の
地
の
マ
ジ
ャ
パ
イ
ト
王
朝
は
依
然
と
し
て
元
朝
の
高

僧
が
南
下
し
て
経
典
を
持
ち
帰
る
の
を
招
来
し
た
の
で
、
南
海
は
や
は
り
元
朝
の
僧
侶
が
仏
教
経
典
を
学
習
し
筆
写
す
る
中

心
地
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後
の
歴
史
的
変
遷
は
後
人
に
は
想
像
し
難
い
が
、
仏
教
は
か
つ
て
広
く
南
シ
ナ
海
か
ら
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イ
ン
ド
洋
ま
で
の
間
の
多
く
の
陸
地
に
流
伝
し
た
⒂
。
幸
い
に
も
真
如
法
師
の
事
蹟
は
、
日
中
仏
教
交
通
史
の
一
ペ
ー
ジ
で

あ
る
ほ
か
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
仏
教
史
に
も
真
相
を
顧
み
る
手
が
か
り
を
残
し
て
い
る
。

　

事
実
に
基
づ
い
て
真
実
を
求
め
る
態
度
で
真
如
法
師
の
マ
レ
ー
シ
ア
仏
教
へ
の
影
響
を
見
る
と
、
彼
は
そ
の
時
代
の
マ

レ
ー
シ
ア
の
漢
伝
と
南
伝
仏
教
の
各
伝
承
か
ら
は
甚
だ
遠
い
。
し
か
も
、
日
本
仏
教
史
に
立
ち
帰
っ
て
真
如
の
時
代
を
見
る

と
、「
大
和
」
仏
教
ひ
い
て
は
漢
伝
仏
教
の
い
く
つ
か
の
宗
派
は
当
時
で
も
ま
だ
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
発
展
段
階
に
あ
っ
た
。

日
本
の
「
平
安
時
代
」
の
仏
教
は
た
と
え
平
城
・
淳
和
・
仁
明
天
皇
が
出
家
し
て
い
た
と
し
て
も
、
畢
竟
貴
族
の
修
行
者
の

眼
中
の
護
国
宗
教
で
あ
り
、
平
民
を
支
配
し
た
の
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
当
時
南
海
諸
国
に
影
響
を
与
え
た
「
日
本
仏

教
」
の
勢
力
が
あ
っ
た
。
後
世
影
響
の
大
き
い
法
然
の
「
浄
土
宗
」、「
浄
土
真
宗
」、「
時
宗
」、「
日
蓮
宗
」
も
ま
だ
出
現
を

見
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
真
如
法
師
は
少
な
か
ら
ず
仏
教
民
族
の
特
徴
を
重
視
す
る
説
法
を
残
し
て
お
り
、
顧
み
る
に
値
す
る
。

例
え
ば
彼
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
精
二
於
外
学
一
而
忠
二
於
本
国
一
応
レ
受
二
高
誇
一
、
妄
随
二
外
事
一
而
忘
二
本
国
之
份
一
応レ受
二

軽
視
一
」、「
縦
然
身
沈
二
西
洋
浪
下
一
、
魂
亦
回
二
故
国
一
」
⒃
。
そ
の
後
日
本
の
軍
国
政
府
が
い
か
に
し
て
こ
れ
ら
の
話
を
民

族
の
激
情
に
ま
で
高
め
た
か
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
取
り
上
げ
な
い
。
真
如
法
師
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
少
な
く
と
も
次

の
よ
う
な
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
日
本
仏
教
は
天
竺
仏
教
と
漢
伝
仏
教
を
不
断
に
吸
収
し
消
化
し
た
の
み
な
ら
ず
、
彼
の

時
代
に
あ
っ
て
も
反
省
期
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
に
は
日
本
仏
教
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
思
考
す
る
こ
と

を
含
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
を
。

　

一
九
二
〇
年
代
に
到
る
と
、
近
代
の
日
本
仏
教
は
日
僑
の
東
南
ア
ジ
ア
の
英
国
植
民
地
進
入
に
従
い
、
日
本
仏
教
各
宗
が

帯
び
る
と
こ
ろ
の
深
い
独
特
の
色
彩
が
生
活
に
現
れ
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
の
霊
園
と
仏
寺
の
特
徴
に
も
現
れ
た
。
こ
の

頃
、
日
本
仏
教
の
形
式
と
理
念
は
す
で
に
日
僑
に
「
我
々
」
と
「
彼
ら
」
を
区
別
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
。
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二
、二
十
世
紀
初
期
の
日
僑
の
人
口
と
仏
寺
の
分
布

　

日
本
政
府
の
戦
前
の
駐
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
使
館
に
よ
る
と
、
大
正
六
年
か
ら
大
正
七
年
ま
で
英
領
海
峡
植
民
地
の
三
州

府
の
間
で
は
マ
ラ
ッ
カ
州
の
日
本
僑
民
の
人
口
が
最
も
少
な
く
、
一
九
一
七
年
に
は
わ
ず
か
に
百
十
一
人
し
か
お
ら
ず
、

一
九
一
八
年
に
は
ま
た
九
十
三
人
に
ま
で
下
降
し
た
。
ペ
ナ
ン
州
で
は
一
九
一
七
年
の
日
本
僑
民
の
総
数
は
二
百
六
十
二
人

で
あ
り
、
一
九
一
八
年
に
は
二
百
七
十
人
に
ま
で
増
加
し
た
。
英
領
海
峡
植
民
地
の
大
部
分
の
日
本
僑
民
は
主
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
集
ま
っ
て
住
ん
で
い
た
。
一
九
一
七
年
、
六
百
名
の
無
職
の
者
及
び
少
数
の
朝
鮮
及
び
台
湾
籍
の
「
日
本
国
民
」

を
除
く
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
い
る
日
本
僑
民
の
数
は
合
計
二
千
八
十
三
人
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
に
な
っ
て
無
職
の
者

の
人
口
が
四
百
五
十
人
ま
で
減
っ
て
か
ら
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
い
る
当
地
の
日
本
人
の
職
業
人
口
は
二
千
四
百
三
十
二
人
ま

で
増
加
し
た
⒄
。

　
「
新
嘉
坡
総
領
事
管
轄
内
在
留
邦
人
地
方
別
人
員
表
」
も
マ
レ
ー
各
邦
の
日
本
僑
民
は
主
に
南
マ
レ
ー
シ
ア
と
西
海
岸
に

分
布
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
が
ト
ッ
プ
で
あ
り
（
一
九
一
七
年
九
百
三
十
一

人
、
一
九
一
八
年
七
百
九
十
九
人
）、
そ
の
後
は
ペ
ラ
州
（
一
九
一
七
年
六
百
六
十
八
人
、
一
九
一
八
年
六
百
一
人
）、
ヌ
グ
リ
・

ス
ン
ビ
ラ
ン
（
一
九
一
七
年
五
百
七
十
人
、
一
九
一
八
年
六
百
二
十
二
人
）、
及
び
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
（
一
九
一
七
年
百
八
十
二

人
、
一
九
一
八
年
四
百
六
十
五
人
）
で
あ
っ
た
⒅
。

　

英
領
北
ボ
ル
ネ
オ
州
に
至
っ
て
は
、
当
地
の
一
九
一
七
年
に
お
け
る
日
本
男
性
の
就
業
人
口
は
三
百
四
十
五
人
で
あ
り
、

女
性
は
五
十
八
人
の
み
、
そ
し
て
無
職
の
者
は
男
女
各
二
百
人
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
に
は
、
そ
の
就
業
男
女
の
割
合
は

す
で
に
明
ら
か
に
男
性
二
百
六
十
八
人
と
女
性
二
百
十
七
人
に
変
化
し
て
お
り
、
無
職
の
人
口
も
五
百
人
に
ま
で
増
加
し

た
。
一
九
一
八
年
、
当
地
で
は
日
本
領
台
湾
の
移
民
が
大
規
模
に
入
り
、
日
僑
人
口
の
記
録
作
り
に
さ
ら
に
顕
著
な
変
化
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を
引
き
起
こ
し
た
。
一
九
一
七
年
の
日
本
大
使
館
の
記
録
で
は
、
北
ボ
ル
ネ
オ
日
本
領
台
湾
僑
民
の
人
数
に
空
白
が
あ
り
、

一
九
一
八
年
に
な
っ
て
た
ち
ま
ち
六
百
十
七
人
増
加
し
、
そ
の
う
ち
わ
ず
か
八
名
だ
け
が
女
性
で
あ
っ
た
⒆
。

　

我
々
は
一
九
二
〇
年
代
以
前
の
日
本
僑
民
の
人
口
を
見
く
び
っ
て
は
な
ら
な
い
。
英
領
海
峡
植
民
地
の
一
九
一
三
年
の
人

口
全
面
調
査
に
よ
る
と
、
当
時
の
人
口
統
計
は
各
色
の
人
種
を
「
欧
州
人
・
欧
亜
混
血
・
マ
レ
ー
人
・
イ
ン
ド
人
・
支
那

人
」
と
区
別
す
る
た
め
に
、「
其
他
各
国
」
を
も
っ
て
一
つ
の
全
体
と
し
て
分
類
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
言
う
と
、
そ

れ
は
一
九
一
三
年
に
お
け
る
「
其
他
各
国
」
の
人
口
総
数
四
千
二
十
二
人
、
マ
ラ
ッ
カ
と
ペ
ナ
ン
の
「
其
他
各
国
」
の
人
口

総
数
は
四
百
五
十
二
人
と
一
千
六
百
五
十
九
人
に
分
け
て
い
る
⒇
。
こ
の
一
連
の
デ
ー
タ
を
日
本
大
使
館
の
一
九
一
七
年
の

僑
民
統
計
と
対
比
す
る
と
、
日
本
僑
民
は
ま
さ
に
「
其
他
各
国
」
の
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
。

　

再
び
大
正
七
年
（
一
九
一
六
）
三
月
以
降
に
発
布
さ
れ
た
「
新
嘉
坡
総
領
事
管
内
在
留
邦
人
職
業
別
人
員
表
」
に
よ
る

と
、
当
時
マ
ラ
ヤ
の
日
本
人
は
す
で
に
一
定
の
形
の
整
っ
た
僑
民
社
会
に
向
か
っ
て
い
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
当
地
に
は
、
単

身
者
を
除
い
て
合
計
七
百
五
十
六
戸
の
日
本
僑
民
家
庭
が
あ
っ
た
が
、
一
方
マ
ラ
ヤ
の
そ
の
他
の
地
区
の
日
本
人
家
庭
の
総

数
は
一
千
百
四
十
九
戸
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
員
の
う
ち
一
千
八
百
二
人
は
ゴ
ム
採
取
業
に
従
事
し
て
お
り
、
そ
の
次
に

一
千
六
百
九
十
九
人
が
「
芸
者
・
娼
妓
・
酌
婦
」
で
あ
り
、
そ
の
他
さ
ら
に
医
師
・
歯
科
医
・
按
摩
鍼
灸
師
・
助
産
婦
・
漁

夫
で
あ
る
日
本
移
民
、
さ
ら
に
は
写
真
館
・
理
髪
店
・
雑
貨
商
店
・
飲
食
店
・
和
洋
裁
縫
業
な
ど
を
開
業
す
る
日
本
移
民
も

お
り
、
ま
た
各
種
技
術
人
員
と
工
匠
が
い
た
。「
在
留
邦
人
職
業
別
人
員
表
」
で
は
、
以
上
に
提
起
し
た
六
百
十
七
名
の
台

湾
人
及
び
そ
の
他
三
十
三
名
の
日
本
領
朝
鮮
人
は
、
別
に
欄
を
作
っ
て
お
き
な
が
ら
い
ま
だ
そ
の
職
業
を
記
載
し
て
い
な
い

一
類
に
属
し
て
お
り
、
日
本
大
使
館
の
日
本
本
土
と
植
民
地
の
「
国
民
」
へ
の
対
応
に
内
外
の
区
別
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
㉑
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
僑
民
人
口
の
職
業
の
方
面
の
多
様
化
は
、
同
一
国
籍
の
僑
民
に
は
自
分
の
コ
ロ
ニ
ー
の
内
部
か
ら

お
互
い
の
需
給
に
気
を
配
る
能
力
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
は
外
に
求
め
な
く
て
も
よ
い
凝
集
力
を
強
め
る
こ
と
の
で
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き
る
利
点
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。

　

筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、「
新
嘉
坡
総
領
事
管
内
在
留
邦
人
職
業
別
人
員
表
」
中
の
「
会
社
銀
行
員
」
の
欄
は
す
こ
ぶ
る
重

視
す
る
に
値
す
る
。「
在
留
邦
人
職
業
別
人
員
表
」
を
整
理
す
る
と
、
そ
の
人
口
の
総
数
が
す
で
に
日
本
領
朝
鮮
及
び
台
湾

の
移
民
を
含
ん
で
い
た
と
し
て
も
八
千
五
百
八
十
二
人
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
そ
し
て
そ
の
中
の
「
会
社
銀
行
員
」
の
人
数
は

な
ん
と
二
百
五
十
人
に
も
達
し
て
い
る
。「
会
社
銀
行
員
」
の
数
は
ゴ
ム
採
取
業
と
「
芸
者
・
娼
妓
・
酌
婦
」
の
同
胞
に
は

は
る
か
に
及
ば
な
い
と
は
い
え
、
し
か
し
そ
の
数
は
こ
の
両
種
の
業
者
及
び
細
分
す
る
方
法
が
な
い
二
百
五
十
八
名
の
「
雑

業
」
人
口
の
後
ろ
に
並
ぶ
㉒
。「
会
社
銀
行
員
」
一
人
あ
た
り
の
サ
ー
ビ
ス
が
三
十
五
名
の
同
胞
を
超
え
な
い
こ
と
か
ら
、

二
十
世
紀
初
期
の
日
本
僑
民
が
東
南
ア
ジ
ア
で
働
き
、
商
業
に
従
事
し
、
拓
殖
し
投
資
す
る
の
に
は
、
本
国
の
財
団
に
依
頼

す
る
積
極
的
な
相
互
作
用
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

し
か
も
ジ
ョ
ホ
ー
ル
と
北
ボ
ル
ネ
オ
州
の
一
九
一
七
年
か
ら
一
九
一
八
年
ま
で
の
人
口
増
加
は
こ
の
点
を
説
明
す
る
の
に

十
分
で
あ
る
。

　

ジ
ョ
ホ
ー
ル
で
言
え
ば
、
当
地
の
日
本
僑
民
の
人
口
は
一
九
一
八
年
に
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
人
が
南

マ
レ
ー
シ
ア
に
深
く
入
り
込
ん
で
ゴ
ム
農
園
を
経
営
し
、
経
済
作
物
を
栽
培
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
一
九
一
九
年
、
全
マ

ラ
ヤ
に
は
ゴ
ム
農
園
地
区
に
居
住
す
る
一
千
百
七
十
七
名
の
日
本
人
が
い
た
が
、
そ
の
う
ち
九
百
四
十
六
人
が
ジ
ョ
ホ
ー
ル

に
住
み
、
日
本
僑
民
が
ジ
ョ
ホ
ー
ル
で
租
借
し
た
ゴ
ム
農
園
は
、
総
面
積
が
八
万
百
九
十
八
エ
ー
カ
ー
に
達
し
た
㉓
。
一
年

後
、
ま
た
日
本
人
青
年
石
原
広
一
郎
が
ジ
ョ
ホ
ー
ル
の
ス
ル
タ
ン
か
ら
「
ス
リ
メ
ダ
ン
」
の
鉄
鉱
採
掘
権
を
取
得
し
て
い
る

㉔
。

　

こ
の
ほ
か
、
北
ボ
ル
ネ
オ
の
日
本
国
籍
の
僑
民
人
口
が
一
年
間
で
激
烈
に
増
加
し
た
。
そ
れ
は
同
様
に
日
本
人
が
組
織
だ
っ

て
北
ボ
ル
ネ
オ
に
到
っ
て
開
墾
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
一
九
一
六
年
日
本
人
が
当
地
に
進
み
椰
子
林
と
ゴ
ム
の
木
を
栽
培
し
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た
が
、
そ
の
起
源
は
英
領
北
ボ
ル
ネ
オ
州
政
府
が
日
本
の
専
門
家
を
タ
ワ
オ
（T
aw

ao

）（
訳
者
注
・
タ
ワ
ウ
（T

aw
au

））
に
招

い
て
農
業
を
実
地
調
査
さ
せ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
日
本
領
台
湾
政
府
も
そ
れ
に
よ
っ
て
移
民
政
策
の
歩
調
を
合
わ
せ
当
地
に

病
院
を
建
て
た
㉕
。
一
九
一
八
年
は
ち
ょ
う
ど
華
南
銀
行
が
台
北
に
本
店
を
設
立
し
日
本
の
海
外
投
資
を
推
進
し
た
時
に
当

た
る
。
こ
の
後
一
九
一
九
年
か
ら
華
南
銀
行
は
仏
領
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
、
西
貢
市
及
び
海
防
市
並
び
に
英
領
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
オ
ラ
ン
ダ
領
メ
ダ
ン
等
の
地
に
分
か
れ
て
支
店
を
設
立
し
た
㉖
。
北
ボ
ル
ネ
オ
で
こ
れ
よ
り
次
々
と
台
湾
の
移
民
が
出

現
し
て
い
る
の
は
、
当
時
の
日
本
政
府
が
す
で
に
台
湾
総
督
府
を
通
し
て
南
洋
を
経
営
す
る
「
南
進
論
」
の
実
践
を
開
始

し
、
台
湾
人
に
日
本
人
移
民
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
先
駆
け
と
な
る
よ
う
推
進
し
た
こ
と
を
十
分
に
反
映
し
て
い
る
㉗
。

　

南
洋
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
信
仰
者
が
ま
す
ま
す
増
え
る
に
つ
れ
て
、
日
本
僑
民
の
仏
寺
が
マ
ラ
ヤ
各
地
に
出
現
し
た
が
、

そ
れ
は
ま
さ
に
日
僑
の
異
国
に
居
住
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
て
い
た
。
僑
民
の
人
口
が
次
第
に
増
え
、
異
国
に
お

い
て
そ
の
記
憶
の
中
の
民
族
社
会
を
再
建
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
寺
院
は
重
要
な
担
体
（
訳
者
注
・
受
け
皿
）
で
あ
る
。
寺

院
と
儀
式
は
そ
の
土
地
で
の
人
生
の
生
き
て
死
ぬ
過
程
を
確
保
し
、
彼
ら
の
共
同
の
文
化
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
合
致

さ
せ
、
人
々
に
心
の
安
定
と
い
う
精
神
的
な
慰
安
と
治
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
の
日
本
統
治
以
前
の
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
両
地
に
お
け
る
日
本
僑
民
の
仏
寺
に
関
す
る
論
述
は
、
主
に
日
野
巌
とS. D

urai Rajasingam

共
著
の
『
日
本
―
マ
レ
ー
シ
ア
人
歴
史
関
係
散
集
』
の
中
の
一
篇
で
あ
る
「
マ
レ
ー
の
日
本
寺
院
」（N

ippon T
em

ples in 

M
alai

）
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
は
歴
史
的
概
況
の
初
歩
的
な
認
識
を
整
理
し
て
い
る
。

　

我
々
は
あ
ら
か
じ
め
戦
前
の
日
本
の
人
口
分
布
と
集
中
す
る
区
域
を
理
解
し
た
上
で
、
改
め
て
こ
れ
ら
の
寺
院
の
分
布
地

点
を
観
察
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
の
最
も
多
く
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
り
、
そ
の
他
の
日
僑
仏
寺
は
ヌ
グ
リ
・
ス
ン
ビ
ラ
ン

州
の
州
都
ス
レ
ン
バ
ン
、
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
の
州
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
ペ
ラ
州
の
州
都
イ
ポ
ー
近
郊
に
位
置
す
る
こ
と
、

ま
た
そ
れ
ら
全
て
が
日
本
人
が
主
に
ゴ
ム
農
園
と
農
業
作
物
を
開
発
し
た
州
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
る
。
州
都
は
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ま
た
人
事
が
比
較
的
集
中
す
る
区
域
で
あ
り
、
現
実
の
人
口
分
布
と
信
仰
の
需
要
に
よ
く
符
合
し
て
い
る
。

A 
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
日
本
曹
洞
宗
・
真
宗
及
び
日
蓮
宗
の
痕
跡
が
相
次
い
で
出
現
し
た
。
河
野
公
平
編
纂
の
『
南
洋
総

覧
』
に
よ
る
と
、
一
九
二
〇
年
代
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
日
僑
社
会
は
一
つ
の
多
元
的
宗
教
の
共
同
体
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教

会
も
天
理
教
も
、
あ
る
い
は
禅
宗
も
真
宗
も
日
蓮
宗
も
、
皆
各
々
自
分
の
宗
教
を
布
教
す
る
場
所
を
所
有
し
て
い
た
㉘
。

　

一
八
八
八
年
十
一
月
よ
り
、
二
木
孝
次
郎
と
渋
谷
銀
次
が
共
同
で
当
地
セ
ラ
ン
グ
ー
ン
に
日
本
人
の
墓
場
を
創
設
し
、
墓

園
の
中
に
最
も
早
く
道
場
が
現
れ
た
が
、
そ
れ
は
元
々
は
本
来
は
死
者
の
冥
福
を
祈
る
た
め
の
小
さ
な
祠
で
あ
り
、
僧
侶
百

善
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
㉙
。
当
時
の
日
本
人
共
同
墓
地
は
、
約
十
二
エ
ー
カ
ー
を
占
め
て
い
た
㉚
。
一
九
一
一
年
に
な
る

と
、
日
本
曹
洞
宗
の
管
長
日
置
黙
仙
が
バ
ン
コ
ク
に
赴
き
タ
イ
国
王
の
戴
冠
式
に
参
加
す
る
途
中
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
滞
在

し
て
寺
院
の
名
を
「
西
有
寺
」
と
定
め
、
日
置
黙
仙
は
そ
の
後
ま
た
一
体
の
観
音
像
を
送
り
西
有
寺
の
本
尊
と
し
た
㉛
。

　

一
九
一
五
年
以
前
に
は
早
く
も
、
佐
々
木
及
び
太
田
の
両
氏
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
行
き
浄
土
真
宗
を
広
め
た
が
、

一
九
一
五
年
に
到
っ
て
よ
う
や
く
桑
野
氏
が
出
資
し
て
寺
院
を
建
立
し
た
。
当
地
の
日
蓮
宗
の
寺
院
は
、
一
九
一
七
年
に
前

田
氏
に
よ
り
建
立
さ
れ
て
い
る
㉜
。

B 

ス
レ
ン
バ
ン

　

ス
レ
ン
バ
ン
に
お
け
る
日
本
寺
院
は
最
初
朝
永
夫
人
に
よ
っ
て
一
九
二
六
年
七
月
十
五
日
に
創
建
さ
れ
た
が
、
そ
の
外

庭
は
元
々
日
本
僑
民
を
埋
葬
す
る
墓
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
斉
藤
氏
は
本
籍
が
日
本
の
山
形
県
に
あ
り
、

一
九
二
四
年
ス
レ
ン
バ
ン
に
来
て
か
ら
す
ぐ
に
当
地
の
「
日
本
人
会
」
で
非
正
式
の
宗
教
師
を
務
め
た
。
一
九
二
八
年
、
日



470

日本仏教のマレーシアにおける曲折した運命（王 琛発/ 翻訳・小南 妙覚）

本
曹
洞
宗
永
平
寺
は
総
本
山
を
本
寺
と
し
て
命
名
し
、
斉
藤
も
ス
レ
ン
バ
ン
仏
寺
の
正
式
な
住
持
と
な
っ
た
。
太
平
洋
戦
争

が
勃
発
す
る
に
到
っ
て
日
英
は
敵
対
し
、
斉
藤
住
持
は
一
度
英
政
府
の
た
め
に
イ
ン
ド
に
拘
留
さ
れ
、
一
九
四
四
年
六
十
六

歳
に
な
っ
て
よ
う
や
く
イ
ン
ド
か
ら
マ
レ
ー
半
島
に
戻
っ
た
。
彼
が
再
び
ス
レ
ン
バ
ン
に
戻
っ
た
後
、
寺
内
に
は
イ
ン
ド
で

犠
牲
と
な
っ
た
多
く
の
日
本
人
の
位
牌
が
増
え
た
。
日
本
統
治
時
代
、
日
本
兵
士
の
世
話
に
よ
り
そ
れ
は
あ
ま
り
多
く
の
戦

火
に
蹂
躙
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
か
つ
て
日
野
巌
は
か
つ
て
も
し
当
時
の
寺
院
建
立
に
換
え
る
な
ら
、
そ
の
費
用
は
お

お
よ
そ
二
千
五
百
ド
ル
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
㉝
。

C 

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

　

日
本
人
墓
地
は
ベ
ラ
ミ
ー
ロ
ー
ド
に
あ
り
、
一
八
九
九
年
に
創
設
さ
れ
た
。
一
九
二
七
年
三
月
、
僧
清
家
氏
が
ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル
に
到
着
し
、
墓
地
内
の
吉
隆
寺
の
住
持
を
務
め
た
が
、
そ
れ
は
日
本
統
治
の
終
結
ま
で
続
い
た
。
本
寺
院
の
最
初

の
管
理
人
は
富
木
・
近
藤
と
天
内
の
三
名
の
夫
人
で
あ
り
、
以
後
ま
た
佐
竹
・
竹
内
・
天
元
と
桑
山
の
四
名
に
よ
り
管
理
さ

れ
た
。
毎
月
十
七
日
に
は
い
つ
も
、
二
十
六
か
ら
二
十
七
名
の
祭
祀
者
が
共
に
集
ま
り
、
日
常
的
な
観
音
を
礼
拝
す
る
儀
式

を
行
っ
た
㉞
。

D 

イ
ポ
ー

　

二
十
世
紀
の
一
九
二
〇
年
代
以
前
、
イ
ポ
ー
の
「
日
本
人
会
」
は
す
で
に
当
地
に
お
い
て
墓
地
を
経
営
し
て
お
り
、
さ
ら

に
火
葬
場
な
ど
の
事
業
を
計
画
し
て
い
た
㉟
。
一
九
一
九
年
以
前
に
は
、
ま
た
あ
る
日
本
人
が
タ
ン
ブ
ン
温
泉
の
鍾
乳
洞
で

龍
神
温
泉
を
経
営
し
て
い
た
㊱
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
期
間
中
は
、
温
泉
区
域
の
付
近
に
日
本
人
住
持
の
石
窟
仏
寺
を
所
有

し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
全
マ
レ
ー
シ
ア
で
唯
一
の
洞
窟
寺
院
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
温
泉
景
勝
地
内
に
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
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日
本
の
軍
人
や
官
吏
の
来
訪
を
促
し
た
㊲
。

　

以
上
の
こ
と
に
基
づ
く
と
、
日
本
統
治
以
前
は
た
と
え
日
英
両
国
の
関
係
が
友
好
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
日
本
僑
民
は

英
領
東
南
ア
ジ
ア
の
土
地
に
は
投
資
者
と
植
民
地
開
拓
者
の
姿
で
現
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
地
区
に
は
日
本

伝
承
の
仏
教
寺
院
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
い
わ
ゆ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
日
本
統
治
以
前
に
「
最

多
の
」
日
本
人
仏
寺
を
所
有
し
て
い
た
が
、
そ
れ
も
ま
た
三
間
の
小
さ
な
寺
院
を
所
有
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
は
実
に
偶
然
で
は
な
く
、
そ
れ
は
日
本
僑
民
の
分
布
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。「
在
留
邦
人
職
業
別
人
員

表
」
に
よ
る
と
、
英
領
の
土
地
に
合
計
一
千
九
百
五
戸
の
日
僑
家
庭
が
あ
り
、
こ
の
三
間
の
仏
寺
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

七
百
五
十
六
戸
の
日
僑
に
向
け
て
、
す
で
に
そ
の
三
分
の
一
を
超
え
る
家
庭
に
奉
仕
し
て
い
た
㊳
。
そ
れ
ら
が
奉
仕
す
る

二
千
九
百
四
十
四
名
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
身
を
寄
せ
る
日
本
僑
民
（
訳
者
注
・
在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
）
も
こ
の
大
き
な

英
領
の
地
の
全
体
の
日
僑
の
三
分
の
一
を
超
え
て
い
た
。
再
び
同
一
の
記
録
の
「
神
職
僧
侶
及
び
宣
教
師
」
の
欄
に
よ
る

と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
三
人
、
そ
の
他
地
区
は
六
人
、
合
わ
せ
て
九
人
で
あ
っ
た
㊴
。「
神
職
僧
侶
宣
教
師
」
の
中
の
三
分

の
一
の
人
数
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
集
中
し
て
お
り
、
当
年
の
日
本
僑
民
の
人
口
分
布
に
も
見
事
に
対
応
し
て
い
る
。

　

日
野
巌
が
、
ペ
ナ
ン
州
と
ジ
ョ
ホ
ー
ル
が
日
本
仏
寺
を
所
有
し
て
い
た
と
記
録
し
て
い
な
い
の
も
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。

　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
六
月
の
ペ
ナ
ン
州
に
お
け
る
日
本
国
民
の
人
口
調
査
に
よ
る
と
、
当
時
ペ
ナ
ン
州
に
は
た
だ
一
名

の
僧
侶
が
い
る
だ
け
で
、
妻
と
他
に
一
人
の
成
年
男
子
を
連
れ
て
一
家
三
人
で
ペ
ナ
ン
で
生
活
し
、
合
わ
せ
て
六
十
戸
の
人
に

単
身
者
を
加
え
た
二
百
七
十
名
の
日
本
居
民
に
奉
仕
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ま
た
当
地
の
日
本
僑
民
の
人
数
が
そ
の
他

の
地
区
よ
り
も
少
な
か
っ
た
た
め
に
「
日
本
人
会
」
は
正
式
な
寺
院
と
し
て
支
持
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
が
分
か
る
㊵
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
人
は
早
く
も
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
す
で
に
ペ
ナ
ン
の
ガ
ウ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
地
区
に
日
本
人
墓
地
を

建
設
し
、
多
く
の
女
性
の
墓
の
碑
に
も
全
て
日
本
国
内
の
俗
称
に
照
ら
し
て
「
尼
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
埋
葬
さ
れ
て
い

る
。
多
く
の
墓
石
に
は
す
で
に
風
習
に
従
っ
て
経
典
の
題
目
や
仏
号
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
戦
前
の
当
地
の
日
本
人
は
、
仏
教

に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
出
す
者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
当
時
の
ペ
ナ
ン
を
旅
す
る
僧
侶
は
少
な
く
と
も
家

庭
式
の
仏
壇
を
護
持
す
る
か
、
あ
る
い
は
墓
地
の
付
近
に
駐
在
し
、
も
っ
ぱ
ら
同
胞
の
た
め
に
出
生
か
ら
婚
礼
及
び
葬
送
な

ど
ま
で
の
様
々
な
儀
式
を
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
㊶
。
こ
れ
は
、
あ
る
い
は
東
南
ア
ジ
ア
そ
の
他
の
寺
院
を
欠
く

日
本
人
墓
地
の
一
種
の
臨
機
応
変
の
経
営
方
式
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

ジ
ョ
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
当
地
の
日
僑
は
主
に
ゴ
ム
林
と
農
業
地
区
に
分
散
し
、
各
自
家
の
中
で
仏
壇
を
祀
る
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
本
当
に
人
数
が
少
な
く
、
し
か
も
分
散
し
て
い
る
農
村
地
区
に
寺
院
を
建
立
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
決
し

て
現
実
的
な
経
済
的
思
慮
と
符
合
せ
ず
、
ま
た
必
ず
し
も
常
駐
を
希
望
す
る
僧
侶
を
探
し
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
は

な
く
、
管
理
は
さ
ら
に
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
ジ
ョ
ホ
ー
ル
の
日
僑
は
元
々
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
往
来
の
中
心
と
し
て
、
曹
洞

宗
・
真
宗
・
日
蓮
宗
の
寺
院
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
並
立
し
て
お
り
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
日
僑
の
異
な

る
宗
派
の
信
仰
の
需
要
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

英
領
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
地
区
の
日
僑
は
結
局
人
数
が
少
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
地
に
日
本
僑
民
が
建
て
た
仏

寺
は
あ
ま
り
大
規
模
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
当
地
に
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
発
布
さ
れ
た
「
新
嘉
坡
在
留
日

本
人
戸
数
及
職
業
別
人
員
調
」
に
よ
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
身
を
寄
せ
た
日
本
人
の
人
数
が
一
九
一
九
年
ま
で
に
は
す
で

に
三
千
六
百
五
十
五
人
に
達
し
て
い
た
時
に
、
僧
侶
の
人
数
は
な
ん
と
依
然
と
し
て
三
名
の
み
で
あ
っ
た
㊷
。
こ
れ
は
ま
さ

に
当
地
の
日
僑
寺
院
と
宗
教
儀
式
が
僧
侶
だ
け
で
は
処
理
で
き
な
い
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
ま
さ
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
例
の
よ
う
に
、
墓
地
か
ら
寺
院
に
到
る
ま
で
の
創
建
と
管
理
、
さ
ら
に
は
日
常
の
宗
教
的
祭
礼
に
至
る
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ま
で
、
全
て
信
徒
の
提
供
に
頼
っ
て
い
た
。

三
、
日
本
の
敗
戦
後
衰
微
す
べ
く
定
め
ら
れ
た
日
僑
仏
教

　

今
日
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
日
本
帝
国
の
第
二
次
世
界
大
戦
で
の
敗
戦
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
両
地
の
日
本

人
仏
教
寺
院
が
一い

っ

旦た
ん

衰
微
し
て
消
失
す
る
に
至
っ
た
最
も
直
接
的
な
原
因
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
日
本
帝
国
は
同
盟
軍
に
投

降
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
わ
ず
か
に
残
っ
た
日
本
の
軍
人
と
平
民
の
絶
対
多
数
の
本
国
送
還
を
招
き
、
彼
ら
は
こ
の
時
か
ら

元
々
の
国
土
の
生
活
に
戻
り
、
改
め
て
建
国
す
る
こ
と
の
艱
難
を
し
ば
し
ば
経
験
し
た
。
こ
れ
ら
の
日
僑
は
必
ず
し
も
再
び

マ
レ
ー
半
島
に
戻
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
が
マ
レ
ー
シ
ア
に
伝
播
し
た
仏
教
宗
派
及
び
彼
ら
が
建
立
し
た
仏
寺
は
荒
廃

さ
せ
て
お
く
ほ
か
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
日
本
仏
寺
の
当
時
の
衰
微
か
ら
消
失
ま
で
を
検
討
す
る
と
、
そ
れ
は
た
だ
失
敗
が
日
本
の
敗
戦
に

だ
け
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
最
大
の
原
因
は
、
や
は
り
日
本
仏
教
が
最
初
か
ら
た
だ
本
国
の

信
徒
の
需
要
の
た
め
だ
け
に
伝
来
し
た
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
後
は
ま
た
日
僑
の
こ
の
地
で
の
自
己
凝
集
力
が
き
わ
め
て
強

か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
他
の
民
族
に
伝
播
し
難
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
の
仏
教
は
十
九
世
紀
末
以
降
、
日
本
の
国

家
主
義
の
建
設
に
協
力
し
、
規
定
の
世
俗
的
信
念
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
は
固
よ
り
日
僑
の
凝
集
力
へ
の
奉
仕
に
対
し

て
有
益
で
あ
っ
た
が
、
か
え
っ
て
部
外
者
に
対
す
る
関
係
を
制
限
す
る
に
十
分
で
あ
っ
た
。
元
々
の
信
徒
達
が
信
仰
の
建
設

を
維
持
す
る
た
め
の
受
け
皿
を
一い

っ

旦た
ん

失
う
と
、
し
ば
ら
く
過
去
の
歴
史
に
な
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

　

事
実
、
明
治
維
新
の
初
年
日
本
本
土
は
か
つ
て
廃
仏
毀
釈
の
騒
動
を
経
験
し
た
が
、
仏
教
は
早
期
（
訳
者
注
・
近
代
初
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期
）
に
は
日
本
本
土
で
も
布
教
の
自
由
に
乏
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
帝
国
政
府
が
一
八
七
〇
年
代
に
教
部
省
を
設
立
、
実
施

し
た
国
家
宗
教
政
策
は
や
は
り
神
道
信
仰
を
国
家
宗
教
に
形
作
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
仏
教
の
各
宗
派
は
、
政
府
が

一
八
七
〇
年
代
以
後
に
仏
教
の
普
及
に
さ
ら
に
大
き
な
余
地
を
与
え
た
こ
と
と
、
さ
ら
に
日
本
政
府
が
人
民
に
宗
教
文
化
を

持
っ
て
国
外
に
出
る
こ
と
を
奨
励
し
た
こ
と
に
乗
じ
て
、
そ
の
海
外
布
教
を
頼
み
と
し
て
国
内
で
の
制
限
を
補
っ
た
。
浄
土

真
宗
を
例
に
挙
げ
る
と
、
そ
れ
が
一
八
七
三
年
に
対
華
布
教
を
発
起
し
た
の
も
こ
の
よ
う
な
集
団
行
為
の
最
初
の
表
現
で
あ

る
㊸
。
し
か
し
日
本
軍
が
占
領
者
の
姿
で
英
領
マ
レ
ー
シ
ア
と
北
ボ
ル
ネ
オ
州
に
入
る
は
る
か
以
前
、
日
本
仏
教
の
各
宗
派

は
最
初
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
今
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
土
地
に
現
れ
た
が
、
廃
仏
毀
釈
の
歴
史
を
経
験
し
海
外
の

天
地
を
開
拓
す
る
こ
と
を
切
望
し
た
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
そ
の
立
場
は
す
で
に
天
皇
崇
拝
に
呼
応
す
る
も
の
に
転
化

し
、
経
典
の
諸
説
を
利
用
し
て
帝
国
の
政
策
の
た
め
に
そ
れ
ら
を
そ
ら
ん
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

日
僑
の
仏
寺
と
当
地
の
そ
の
他
の
民
族
は
意
思
疎
通
を
欠
い
た
が
、
そ
れ
は
ま
ず
ま
さ
に
上
述
し
た
通
り
マ
レ
ー
シ
ア
に

身
を
寄
せ
る
日
本
人
は
、
元
々
職
業
が
多
元
的
で
か
な
り
自
給
自
足
で
き
る
僑
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
。
そ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
を
強
く
し
た
が
、
そ
の
宗
教
活
動
の
対
外
的
伝
播
に
は
、
常
に
対
面
す
る
文
化
や
言
語
、

形
式
の
制
限
を
伴
っ
た
。
し
か
も
必
ず
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
明
治
後
期
よ
り
日
本
民
族
と
と
も
に
世
界
へ

進
出
し
た
い
く
つ
か
の
主
流
の
宗
派
、
例
え
ば
法
然
創
立
の
浄
土
宗
、
親
鸞
創
立
の
浄
土
真
宗
、
一
遍
創
立
の
時
宗
、
日
蓮

創
立
の
日
蓮
宗
は
、
そ
の
開
宗
者
は
皆
十
一
世
紀
を
過
ぎ
て
よ
う
や
く
日
本
に
生
ま
れ
、
皆
日
本
国
外
に
行
っ
た
こ
と
の
な

い
生
え
抜
き
の
僧
侶
で
あ
り
、
各
々
自
己
の
修
行
の
順
序
及
び
日
本
本
土
の
因
縁
に
よ
っ
て
開
宗
し
、
日
本
人
が
熟
知
す
る

文
化
言
語
の
脈
絡
の
中
で
仏
法
を
広
め
た
の
で
あ
る
。
元
々
漢
伝
仏
教
を
受
け
入
れ
た
華
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
名
目
上

互
い
に
「
同
宗
」
と
称
す
る
僧
侶
を
含
め
、
一
様
に
日
僑
の
こ
れ
ら
仏
教
宗
派
の
活
動
に
対
し
て
よ
く
知
ら
な
い
と
感
じ
た

は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
同
類
」
で
あ
る
と
も
感
じ
、
ま
た
「
わ
が
族
類
で
は
な
い
」
と
も
感
じ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
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い
わ
ゆ
る
「
大
乗
」
伝
統
の
華
人
も
同
様
で
あ
る
。
華
人
は
本
来
日
本
仏
教
の
最
も
適
当
な
伝
播
対
象
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
中
国
か
ら
英
領
マ
レ
ー
シ
ア
の
土
地
に
至
っ
た
華
人
の
世
界
は
ま
さ
し
く
日
本
の
多
く
の
宗
派
に
と
っ
て

あ
ま
り
「
友
好
」
的
で
あ
る
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
華
人
の
間
に
は
愛
国
思
想
が
出
現
し
て
い
た
は
ず
で
、
誤
っ
て
「
日
本

仏
教
は
元
々
中
華
由
来
な
の
で
あ
る
か
ら
、
外
に
求
め
る
必
要
は
な
い
」
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
一
つ
。
華
人
の
知
識

界
に
清
末
以
後
五
四
運
動
に
到
っ
て
か
ら
激
烈
な
反
仏
教
思
想
の
思
潮
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
一
つ
で
あ
る
。
重
要
な
の

は
華
人
仏
教
界
の
態
度
で
あ
る
。
清
末
に
日
本
仏
教
は
中
国
に
入
り
始
め
た
が
、
漢
伝
仏
教
の
知
識
界
は
元
よ
り
そ
の
態
度

を
改
め
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
楊
文
会
を
例
に
と
る
と
、
彼
は
浄
土
真
宗
が
主
張
す
る
「
悪
人
正
機
」
が
「
全
く
の
他
力

で
、
自
力
を
捨
て
て
お
り
」、「
仏
教
に
背
き
離
れ
る
」
も
の
で
あ
る
と
強
く
批
判
し
た
㊹
。
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭

ま
で
の
マ
レ
ー
シ
ア
仏
教
に
お
い
て
大
部
分
の
仏
教
法
師
と
い
さ
さ
か
文
筆
に
通
じ
た
信
徒
ら
は
中
国
の
南
方
か
ら
来
て
お

り
、
あ
る
者
は
中
国
の
祖
山
と
継
続
し
て
連
絡
を
取
っ
て
い
た
。
中
国
で
発
生
し
た
論
争
及
び
日
中
の
仏
教
論
争
は
漢
伝
僧

侶
の
日
本
仏
教
に
対
す
る
一
般
的
な
印
象
を
誘
発
し
、
そ
れ
が
海
外
に
も
伝
播
し
た
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
の
上
、
日
本
人
は
明
治
維
新
の
後
国
外
に
進
出
し
て
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
に
行
っ
て
経
済
的
利
益
を
追
求
し
、
最

初
に
当
地
で
都
市
と
町
を
開
拓
し
た
華
人
を
始
め
か
ら
競
争
相
手
と
見
な
し
、
そ
の
後
で
は
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
華
人
を

仮
想
敵
で
あ
る
と
見
な
し
た
。
日
本
人
が
初
期
に
出
版
し
た
東
南
ア
ジ
ア
の
情
報
刊
行
物
、
例
え
ば
上
述
の
一
九
二
〇
年
出

版
の
『
南
洋
総
覧
』
は
、
常
に
コ
ラ
ム
を
開
設
し
て
「
支
那
人
」
の
状
況
を
説
明
し
た
。
そ
し
て
一
九
二
〇
年
代
後
期
に

な
っ
て
か
ら
の
出
版
に
な
る
と
、
も
う
再
三
日
本
の
読
者
に
向
け
て
公
然
と
華
人
を
非
難
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
出
版
物
の
う
ち
、
松
村
金
助
が
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
出
版
し
た
『
日
本
の
南
生
命
線
』（
訳
者
注
・

『
南
に
も
生
命
線
あ
り　

日
満
・
南
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
の
提
唱
』）
は
、
そ
の
代
表
と
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
取
材
報
告

は
こ
う
述
べ
る
。「
い
ま
迄
日
本
人
の
華
僑
に
対
す
る
観
念
は
、
彼
等
は
如
何
な
る
低
度
の
生
活
に
も
よ
く
堪
え
、
そ
の
底
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知
れ
ぬ
忍
耐
力
と
商
才
に
は
と
て
も
適
わ
ぬ
も
の
と
諦
め
も
し
、
且
つ
密
か
に
恐
れ
を
な
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
㊺
。」
ま

た
述
べ
て
い
る
。「
し
か
し
華
僑
の
商
業
道
は
信
用
の
向
上
に
よ
っ
て
健
実
な
発
展
を
期
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
欺
瞞

と
駈
引
と
に
よ
っ
て
他
国
民
の
為
し
得
な
い
非
道
義
を
も
敢
て
し
て
目
先
の
利
益
を
獲
得
す
れ
ば
い
い
と
い
う
の
が
モ
ッ

ト
ー
だ
。
彼
等
は
土
人
を
欺
き
白
人
を
詐
っ
て
得
た
不
正
の
富
を
擁
護
せ
ん
が
た
め
…
…
そ
の
代
表
的
な
常
套
手
段
は
華

僑
の
イ
ン
チ
キ
破
産
で
あ
っ
て
、
こ
れ
で
成
金
に
な
っ
て
ド
ロ
ン
を
極
め
込
む
志
那
人
は
枚
挙
に
遑
な
い
有
様
で
あ
る
㊻
。」

日
中
両
国
に
は
元
々
矛
盾
が
あ
り
、
そ
れ
が
長
期
に
わ
た
っ
て
海
外
の
日
本
人
と
華
人
の
情
緒
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
双

方
の
東
南
ア
ジ
ア
で
の
経
済
衝
突
は
ま
た
き
わ
め
て
現
実
的
な
本
土
の
経
験
で
も
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
両
国
の
長
期
に

わ
た
る
矛
盾
し
た
国
民
的
情
緒
の
上
に
折
り
重
な
り
、
さ
ら
に
激
烈
に
な
る
。

　

当
時
劉
士
木
先
生
は
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
日
僑
へ
の
影
響
が
深
い
小
書
を
翻
訳
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
華
人
に
注
意
を

促
し
た
。
彼
が
訳
者
の
序
言
に
お
い
て
、
自
ら
得
た
情
報
に
触
れ
て
言
う
に
は
、
各
地
の
華
人
が
反
日
運
動
を
起
こ
し
日
本

商
品
を
排
斥
し
て
か
ら
、
日
本
人
は
す
で
に
「
日
本
人
に
よ
る
日
本
商
品
の
自
販
」
を
提
唱
し
た
が
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
華

人
社
会
の
日
本
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
に
頼
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
あ
の
多
数
の
人
に
は
不
利
と
な
り
、
し
か
も
、「
日

本
人
は
近
頃
さ
ら
に
十
億
を
南
洋
に
投
資
し
…
…
十
年
を
期
間
と
し
て
華
僑
を
南
洋
の
外
へ
駆
逐
し
尽
く
そ
う
と
画
策
し
て

い
る
㊼
」。

　

実
際
、
こ
の
時
日
本
仏
教
の
各
宗
派
は
日
本
国
家
の
凝
集
力
の
た
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
か
え
っ

て
全
世
界
の
日
僑
の
対
外
交
流
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
が
、
そ
れ
は
両
刃
の
剣
で
あ
っ
た
。
真
宗
が
一
八
八
六
年
に
発
行
し

た
『
宗
制
寺
法
』
に
よ
る
と
、
真
宗
の
『
宗
制
寺
法
』
は
今
生
の
「
王
法
現
世
」
の
俗
諦
を
も
っ
て
「
来
世
成
仏
」
の
真
諦

に
相
通
ぜ
し
め
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。「
本
宗
の
教
旨
は
、
こ
れ
ま
で
も
っ
ぱ
ら
宗
義
を
唱
え
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
善
を

修
め
て
一
心
に
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
し
、
安
心
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
で
あ
る
が
…
…
こ
れ
を
真
諦
と
言
う
。
陛
下
を
戴
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き
政
令
を
遵
守
し
、
世
道
に
背
か
ず
人
倫
を
乱
さ
ず
本
業
を
励
行
す
る
、
こ
れ
を
俗
諦
と
言
う
」。
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
く

る
と
、
真
宗
が
主
張
す
る
「
二
諦
相
依
り
、
以
て
当
世
に
益
す
、
こ
れ
を
二
諦
相
依
る
の
法
門
と
謂
う
」
と
い
う
の
は
「
王

法
を
本
と
為
す
」
の
で
あ
る
か
ら
、「
護
法
」
は
天
皇
勢
力
の
聖
戦
の
拡
張
を
そ
れ
と
同
一
視
す
る
の
を
免
れ
難
か
っ
た
㊽
。

日
本
曹
洞
宗
に
至
っ
て
は
、
そ
れ
は
中
国
曹
洞
宗
と
元
々
同
じ
根
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
戦
後
に
は
数
十
年
を
か

け
て
歴
史
的
態
度
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
九
二
年
十
一
月
二
十
日
に
な
っ
て
日
本
曹
洞
宗
は
よ
う
や
く

遺
憾
の
意
を
公
開
し
、
宗
務
総
長
大
竹
明
彦
が
声
明
を
発
表
し
た
。「
わ
れ
わ
れ
曹
洞
宗
は
、
明
治
以
後
、
太
平
洋
戦
争
終

結
ま
で
の
間
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
し
た
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
、
海
外
開
教
の
美
名
の
も
と
、
時
の
政
治
権
力
の
ア
ジ
ア

支
配
の
野
望
に
荷
担
迎
合
し
、
ア
ジ
ア
地
域
の
人
び
と
の
人
権
を
侵
害
し
て
き
た
㊾
。」
同
じ
頃
日
本
曹
洞
宗
も
、
宗
門
は

一
九
八
〇
年
に
出
版
し
た
『
曹
洞
宗
海
外
開
教
伝
道
史
』
に
お
い
て
も
、
ま
だ
侵
略
の
責
任
と
外
国
人
民
の
蔑
視
を
反
省
し

て
お
ら
ず
、
全
面
的
に
そ
れ
を
回
収
す
べ
き
で
あ
る
と
の
発
表
を
行
っ
た
。

　

真
宗
の
戦
前
に
お
け
る
説
法
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
曹
洞
宗
の
戦
後
半
世
紀
近
く
に
な
っ
て
の
遅
遅
と
し
た
反
省
に
せ
よ
、

宗
教
的
立
場
が
信
徒
に
対
し
て
何
ら
か
の
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
を
説
明
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
。
先
の
世
紀
に
始
ま
っ
た

ば
か
り
の
後
進
の
日
本
僑
民
の
共
同
体
は
初
め
て
東
南
ア
ジ
ア
に
到
る
と
す
ぐ
に
、
先
に
来
て
い
た
華
人
を
好
敵
手
と
見
な

し
て
、
以
後
次
第
に
華
人
を
軽
視
す
る
態
度
を
形
成
し
た
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
双
方
の
深
い
交
流
に
は
利
さ
な
か
っ
た
。

た
と
え
当
時
日
中
の
矛
盾
す
る
大
方
の
情
勢
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
僑
と
華
人
の
矛
盾
は
同
じ

よ
う
に
悪
循
環
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
加
え
る
と
当
時
の
日
本
仏
教
界
は
外
国
人
に
対
し
て
敬
意
を
払
わ
な
い
態
度

が
瀰
漫
し
、
た
と
え
双
方
の
表
面
的
な
宗
教
信
仰
が
通
じ
て
も
、
宗
教
思
想
は
や
は
り
互
い
の
橋
渡
し
が
難
し
く
、
か
え
っ

て
双
方
の
間
で
意
思
疎
通
を
さ
ら
に
難
し
く
し
て
し
ま
っ
た
。
当
然
、
劉
士
木
氏
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
日

本
の
さ
ら
な
る
変
遷
を
決
し
て
彼
は
耳
に
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、「
十
億
」
の
資
金
を
南
洋
に
投
資
し
た
ば
か
り
か
、



478

日本仏教のマレーシアにおける曲折した運命（王 琛発/ 翻訳・小南 妙覚）

皇
軍
は
大
東
亜
聖
戦
を
発
動
し
て
南
下
し
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
帝
国
の
軍
人
が
東
南
ア
ジ
ア
に
い
る
頃
に
な
る
と
、
軍
に
従
っ
て
僧
侶
が
南
下
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
た

が
、
当
地
の
人
の
眼
中
に
映
っ
た
「
日
本
仏
教
」
は
ま
る
で
日
本
の
軍
事
活
動
の
よ
う
に
見
え
る
特
徴
を
ま
す
ま
す
露
わ
に

し
た
が
、
そ
れ
は
疑
い
も
な
く
「
統
治
者
」
の
信
仰
で
も
あ
っ
た
。
軍
政
府
が
人
々
に
日
本
の
仏
教
の
伝
統
を
尊
重
さ
せ
よ

う
と
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、
人
々
は
い
よ
い
よ
日
本
仏
教
を
政
治
的
行
為
と
関
連
づ
け
、
そ
う
し
た
定
見
が
い
よ
い
よ
深
ま
っ

て
い
っ
た
。
か
く
し
て
、
当
時
の
日
本
の
政
教
関
係
の
立
場
か
ら
、
真
如
法
親
王
へ
の
尊
敬
を
紀
念
す
る
こ
と
は
力
を
合
わ

せ
て
国
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
後
人
が
見
る
と
、
や
は
り
時
宜
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。
東
京
で
真
如

法
親
王
の
品
行
と
遺
訓
を
研
究
す
る
組
織
が
成
立
し
た
時
、
会
長
は
細
川
護
立
侯
爵
、
理
事
長
は
陸
軍
少
将
松
室
孝
良
、
総

務
部
長
は
真
言
宗
の
「
興
亜
部
長
」
中
村
教
信
で
あ
っ
た
。
こ
の
組
織
は
真
如
法
師
を
「
南
進
の
先
覚
者
」
と
見
な
し
た
が
、

彼
ら
は
日
本
本
土
を
除
け
ば
た
だ
親
王
が
帰
寂
し
た
土
地
に
石
碑
を
建
て
伝
記
を
記
し
て
こ
そ
意
義
が
あ
る
と
考
え
、「
昭
南

島
」（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
寺
院
と
石
碑
を
建
設
す
る
案
を
推
し
進
め
た
㊿
。
彼
ら
は
な
ん
と
真
如
の
た
め
に
塑
像
を
制
作
し
て

舞
鶴
港
の
金
剛
院
に
隠
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
送
る
準
備
を
行
っ
た
�
。
こ
の
活
動
は
、
疑
い
も
な
く
真
言
宗
の
南
洋
宣
教
に

勢
い
を
つ
け
る
の
に
有
利
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
は
東
南
ア
ジ
ア
で
仏
教
徒
、
特
に
統
治
さ
れ
て
い
る
大
多
数

の
人
の
広
範
な
自
覚
を
形
成
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
ま
も
な
く
日
本
軍
が
一
九
四
五
年
に
同
盟
国
軍
に
投
降
し
て
や
が
て
、

日
本
も
ア
メ
リ
カ
の
信
託
統
治
国
に
成
り
下
が
り
、
こ
の
全
て
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
「
日
本
仏
教
」
の
記
憶
が
結
び
つ
い
て
い
る
の
が
「
日
華
関
係
」
の
記
憶
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
よ
う
に
リ
ア
ル
な
本
土

で
の
経
験
で
あ
り
、
日
本
軍
国
が
一
旦
当
地
の
人
民
に
極
端
な
苦
痛
を
も
た
ら
し
、
最
後
に
は
ま
た
自
ら
も
尽
き
て
し
ま
っ

た
時
、「
日
本
仏
教
」
も
当
然
自
身
の
持
続
の
機
会
を
失
っ
た
。
漢
伝
の
僧
侶
は
、「
日
本
仏
教
」
が
戦
争
の
発
動
者
に
悪
の

道
に
引
っ
張
ら
れ
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
目
を
怒
ら
せ
る
の
を
我
慢
で
き
な
か
っ
た
。「
も
し
日
本
の
仏
教
が
現
在
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も
こ
の
よ
う
な
道
を
歩
い
て
い
る
と
し
た
ら
、
今
日
の
よ
う
に
教
え
に
背
き
道
理
に
背
き
、
偽
物
が
本
物
と
区
別
で
き
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
我
々
は
か
え
っ
て
そ
れ
が
明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈
の
騒
動
の
中
で
つ
い
で
に
絶
滅

し
て
ほ
し
か
っ
た
�
。」
ひ
と
た
び
勝
利
し
た
同
盟
国
軍
は
日
僑
を
本
国
に
送
還
し
た
が
、
日
本
人
が
戦
前
に
遺
し
て
き
た

寺
院
は
も
は
や
再
び
戻
っ
て
き
た
西
洋
の
統
治
者
に
大
切
に
さ
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
当
地
の
人
民
は
日
本
軍
に
暴
力
的

な
扱
い
を
受
け
、
長
期
に
わ
た
っ
て
悲
痛
な
思
い
を
経
験
し
て
お
り
、
や
は
り
相
手
方
の
残
し
た
跡
形
を
歴
史
的
文
物
と
見

な
し
て
大
切
に
す
る
こ
と
は
実
に
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
も
し
日
本
仏
教
が
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
以
前
に
、
全
く
交
流
あ
る
い
は
影
響
が
な
か
っ
た
と
言
お
う

と
す
る
な
ら
、
や
は
り
そ
れ
は
十
分
に
事
実
を
概
括
し
て
は
い
な
い
。
日
本
統
治
時
代
の
台
湾
で
は
、
若
干
の
台
湾
人
僧
侶

が
日
本
曹
洞
宗
の
統
合
を
受
け
入
れ
、
日
本
仏
教
の
道
場
と
大
学
に
行
っ
て
研
究
を
行
い
、
ま
た
海
を
渡
っ
て
閩
南
に
行
き

鼓
山
湧
泉
寺
の
曹
洞
法
脈
の
度
牒
を
受
け
取
っ
た
。
そ
れ
自
体
は
日
中
仏
教
交
流
の
産
物
で
あ
る
。
ペ
ナ
ン
の
極
楽
寺
は
と

い
う
と
鼓
山
の
下
院
と
し
て
、
ま
た
二
十
世
紀
初
頭
の
東
南
ア
ジ
ア
で
最
大
規
模
の
第
一
名
刹
で
あ
り
、
一
九
二
〇
年
の

『
南
洋
総
覧
』
が
そ
の
「
日
本
関
係
」
を
報
道
し
て
か
ら
ず
っ
と
日
本
人
の
心
の
中
に
特
殊
な
印
象
を
残
し
て
き
た
。
戦
前

極
楽
寺
は
長
期
に
わ
た
り
日
本
の
賓
客
を
接
待
し
言
葉
が
通
じ
た
が
、
そ
れ
は
他
で
も
な
い
台
湾
か
ら
来
る
法
師
に
頼
っ
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
『
南
洋
総
覧
』「
中
編
・
南
洋
誌
」
の
記
載
に
よ
る
と
、
日
本
の
親
王
「
東
伏
見
宮
殿
下
」
と
妃
は
か
つ
て
極
楽
寺
に
到
っ

て
休
憩
し
て
お
り
、
極
楽
寺
に
「
御
揮
毫
」
の
栄
誉
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
随
行
者
に
も
日
本
の
名
将
東
郷
平
八
郎

と
乃
木
希
典
が
お
り
、
各
自
書
跡
を
遺
し
、
こ
れ
を
寺
内
に
納
め
た
。
こ
の
ご
く
短
い
数
段
の
文
字
は
「
こ
の
寺
の
住
職
」

が
元
々
「
台
湾
人
」
で
あ
り
「
そ
の
子
息
は
東
京
医
学
校
に
入
学
し
た
」
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
�
。
釈
宝
慈
が
編
纂
し

た
『
鶴
山
極
楽
寺
誌
』
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
巻
十
「
外
記
」
の
中
に
、
東
郷
平
八
郎
と
乃
木
希
典
が
訪
れ
た
歴
史
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の
痕
跡
を
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
起
こ
っ
た
の
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
五
月
四
日
、
同
行
の
者
に
は
他

に
海
軍
中
佐
谷
口
尚
真
・
海
軍
砲
兵
中
佐
吉
田
豊
彦
並
び
に
宮
内
省
侍
医
補
岩
波
節
治
が
い
た
と
明
記
し
て
あ
る
�
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
日
本
人
が
記
載
し
て
い
る
「
住
職
」
の
説
で
あ
る
が
、
事
実
は
決
し
て
住
持
で
は
な
か
っ
た
。『
極
楽
誌
』
巻

二
「
沙
門
」
の
中
に
は
上
述
の
日
本
人
の
記
載
と
き
わ
め
て
合
致
す
る
僧
侶
が
い
る
。「
禅
修
首
座　

台
湾
宜
蘭
の
人
、
志

行
は
誠
実
で
あ
り
、
住
寺
す
る
こ
と
二
十
余
年
、
久
し
く
苦
行
を
修
め
、
心
に
退
屈
な
し
�
。」
禅
修
法
師
は
た
と
え
東
京

医
学
院
で
学
ぶ
息
子
が
い
た
と
し
て
も
、
出
家
前
に
子
供
を
産
み
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
本
人
は
ペ
ナ
ン
で
「
住
寺
す
る

こ
と
二
十
余
年
、
久
し
く
苦
行
を
修
め
、
心
に
退
屈
な
し
。」
で
あ
っ
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
統
治
時
代
の
多
く
の
仏
寺
が
幸
い
に
も
難
を
逃
れ
た
。
と
り
わ
け
極
楽
寺
は
行
き
過
ぎ
た
蹂
躙
を

受
け
た
こ
と
が
か
つ
て
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
宗
教
が
人
心
の
深
部
に
あ
る
残
虐
性
を
溶
解
す
る
の
に
役
立
つ
こ
と
を
物
語

る
以
外
に
、
そ
の
他
の
政
治
的
要
素
に
も
関
係
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
極
楽
寺
は
、
戦
前
に
早
く
も
皇
族
が
訪
れ
軍
人
が
訪

問
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
有
名
で
あ
る
。
帝
国
軍
人
は
幼
少
時
よ
り
根
強
い
皇
族
崇
拝
を
培
う
が
、
東
郷
平
八
郎
は
ま
た
帝
国

の
日
露
戦
争
大
勝
利
後
の
崛
起
を
代
表
し
て
お
り
、
当
然
更
に
特
殊
な
事
例
で
あ
る
。
ペ
ナ
ン
の
年
配
者
は
、
日
本
軍
が
寺

に
参
拝
し
「
集
団
で
頭
を
下
げ
て
仏
に
礼
拝
し
て
、
し
か
も
い
さ
さ
か
も
難
民
を
侵
害
し
な
か
っ
た
」
と
伝
え
る
が
、
こ
れ

は
単
に
仏
祖
の
慈
悲
に
よ
る
だ
け
の
話
で
は
な
い
。
日
僑
及
び
南
進
の
日
本
軍
は
極
楽
寺
と
そ
の
他
漢
伝
寺
院
を
尊
重
し
、

そ
の
中
で
ま
た
そ
れ
自
身
の
宗
教
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
明
し
て
、
南
伝
仏
教
を
籠
絡
す
る
政
策
に
関
わ
っ
た
。
し
か

も
、
日
本
軍
が
ペ
ナ
ン
を
占
領
し
た
後
、
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
部
隊
が
英
軍
を
捜
査
し
、
菩
提
学
院
の
仏
殿
に
着
い
た

時
停
ま
っ
て
礼
拝
し
た
ば
か
り
か
、
軍
事
管
理
局
は
政
策
上
ペ
ナ
ン
の
仏
学
院
に
奉
納
金
を
献
納
す
る
よ
う
強
制
も
行
っ

た
。
い
ず
れ
も
運
命
は
様
々
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
�
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
の
マ
レ
ー
シ
ア
統
治
期
間
に
お
い

て
、
軍
政
府
と
各
機
関
・
部
隊
の
仏
教
寺
院
に
対
す
る
態
度
は
、「
日
本
仏
教
」
が
二
十
世
紀
初
頭
に
受
け
た
軍
国
政
策
の
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影
響
を
物
語
る
に
は
実
に
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
日
本
仏
教
の
各
宗
派
の
当
時
の
漢
伝
仏
教
に
対
す
る
最
終
的
な
態
度
を
代

表
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

結
語

　

日
本
が
一
九
四
五
年
に
太
平
洋
戦
争
で
敗
戦
し
て
以
降
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
土
地
に
お
い
て
き
わ
め
て
長
い
時
間
再
び
日
本

仏
教
の
影
を
見
る
こ
と
は
難
し
く
、
暫
時
の
間
空
白
で
あ
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
を
待
っ
て
日
本
の
戦
後
復

興
に
伴
い
、
日
本
商
人
が
再
び
南
に
到
来
し
て
始
め
て
日
本
仏
教
の
各
宗
派
は
商
人
の
南
進
に
従
っ
て
再
び
出
現
し
た
。
今

日
に
至
り
、
日
本
の
各
伝
統
的
な
仏
教
宗
派
が
再
び
マ
レ
ー
シ
ア
に
出
現
し
て
い
る
の
は
、
主
に
日
僑
の
生
活
に
お
け
る
精

神
的
需
要
に
応
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
新
た
な
世
代
の
日
僑
も
依
然
と
し
て
「
外
国
僑
民
」
の
態
度
を
取
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
二
十
世
紀
の
後
半
期
に
は
水
陸
交
通
が
発
達
し
、
日
僑
は
も
は
や
現
場
で
埋
葬
す
る
墓
地
を
依
頼
す
る
こ
と
は

な
く
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
必
ず
し
も
当
地
で
日
本
の
伝
統
を
実
行
す
る
必
要
も
な
く
、
各
宗
派
は
必
ず
し
も
海
外
に
墓
地
の

主
権
と
結
び
つ
い
た
寺
院
を
建
立
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
日
本
の
戦
後
の
宗
教
政
策
に
従
っ
て
新
興
宗
教
が
林

立
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
伝
来
す
る
日
本
の
信
仰
の
共
同
体
も
、
そ
の
種
類
は
お
び
た
だ
し
く
、
現
地
の
人
民
に
向
か
っ
て
布

教
し
た
と
し
て
も
大
抵
は
社
会
団
体
の
登
記
と
集
会
場
所
の
成
立
を
主
と
し
、
必
ず
し
も
厳
格
な
寺
院
あ
る
い
は
神
社
の
建

立
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
う
ち
、
日
本
の
戦
前
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
活
躍
し
た
各
宗
派
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
人
民

へ
積
極
的
に
布
教
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
決
し
て
い
ま
だ
に
新
興
宗
教
の
「
創
価
学
会
」
が
当
地
の
民
衆
の
間
に
深
く
入

り
込
も
う
と
す
る
の
に
及
ば
ず
、
そ
れ
は
「
日
本
仏
教
」
が
主
に
や
は
り
戦
前
の
「
僑
民
仏
教
」
の
形
態
で
あ
る
こ
と
を
物
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語
っ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
来
日
本
の
仏
教
経
典
を
奉
り
尊
い
と
考
え
る
い
く
つ
か
の
新
興
教
団
が
マ
レ
ー
シ
ア
へ

来
て
布
教
を
行
っ
た
が
、
新
聞
と
雑
誌
で
は
（
訳
者
注
・
仏
教
を
）
盲
信
し
て
い
る
信
者
が
き
っ
ぱ
り
と
日
本
式
の
礼
拝
は

「
日
本
兵
を
拝
む
邪
教
」
だ
と
言
い
切
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
が
、
昔
日
の
痛
手
が
長
期
に
わ
た
っ
て
消
し
難
い
こ
と
を
十

分
に
物
語
っ
て
お
り
、
戦
前
に
日
僑
が
残
し
た
日
本
仏
教
の
海
外
で
の
歴
史
は
実
に
戒
め
と
し
反
省
す
る
価
値
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
で
あ
る
と
は
い
え
、
つ
ま
り
第
二
次
世
界
大
戦
後
長
期
に
わ
た
っ
て
「
日
本
仏
教
」
を
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
我
々
は
や
は
り
日
本
の
仏
教
教
育
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
幾
人
か
の
高
僧
大
徳
個
人
に
対
し
て
及
ぼ
し
た
影
響
を
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
「
マ
レ
ー
シ
ア
仏
青
（
訳
者
注
・
仏
教
青
年
会
）
の
父
」
と
讃
え
ら
れ
た
蘇
曼
迦
羅
法

師
、
彼
の
阿
弥
陀
信
仰
観
は
、
最
初
に
僧
籍
を
受
け
た
日
本
浄
土
真
宗
の
影
響
を
深
く
受
け
て
い
る
�
。
こ
の
ほ
か
、
ペ
ナ

ン
極
楽
寺
の
今
は
亡
き
前
任
の
住
持
達
能
法
師
も
、
ち
ょ
う
ど
鼓
山
湧
泉
寺
の
法
脈
と
極
楽
寺
の
そ
の
他
台
湾
籍
の
先
賢
の

よ
う
に
、
自
身
は
日
本
曹
洞
宗
が
創
立
し
た
駒
澤
大
学
で
修
士
号
を
取
得
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
六
九
年
と
一
九
七
四
年
に
駒

澤
大
学
教
授
和
田
謙
寿
（
僧
侶
）
が
サ
ラ
ワ
ク
州
へ
修
行
に
行
く
の
を
迎
え
て
い
る
�
。

　

こ
の
中
で
、
真
如
法
師
の
歴
史
が
惜
し
ま
れ
る
。
真
如
法
師
は
真
理
を
自
分
の
民
族
に
も
た
ら
す
た
め
、
苦
労
を
辞
さ
ず

遠
く
海
を
渡
り
求
法
し
た
。
彼
の
歴
史
は
確
か
に
日
中
仏
教
交
流
史
の
一
部
分
で
あ
り
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
影
響
も
疑
い

な
い
。
彼
は
マ
レ
ー
シ
ア
仏
教
に
対
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
影
響
を
残
し
て
い
な
い
が
、
し
か
し
少
な
く
と
も
こ
こ
は
か

つ
て
彼
が
求
法
し
た
地
で
あ
り
、
彼
も
こ
の
地
の
古
代
仏
教
史
に
関
与
し
た
先
駆
的
人
物
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

不
幸
な
こ
と
に
、
一
九
四
〇
年
代
に
こ
の
地
で
真
如
法
師
を
尊
崇
し
た
歴
史
的
背
景
は
あ
ま
り
適
当
で
は
な
い
。
も
し
真
如

が
マ
レ
ー
シ
ア
仏
教
史
上
に
お
い
て
後
世
の
人
々
に
忘
れ
去
ら
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
も
公
平
で
は
な
い
の
で

あ
る
。

					







　
　

翻
訳
：
京
都
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了　

小
南
妙
覚
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〔
追
記
〕

　

本
訳
稿
の
成
る
に
あ
た
っ
て
、
多
大
な
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
元
京
都
女
子
大
学
文
学
部
外
国
語
准
学
科
准
教
授
西
村
秀

人
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

⑴
釈
東
初
『
中
日
佛
教
交
通
史
』
を
再
引
用
、
台
湾
：
中
華
大
典
編
印
会
、
一
九
七
〇
年
、
第
一
六
〇
頁
。

⑵
（
唐
）
段
成
式
『
酉
陽
雑
俎
』
巻
三
・
貝
編
。

⑶Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, Stray N

otes on N
ippon-M

alaysian H
istorical Connections, K

uala Lum
pur: K

uala 

Lum
pur M

eseum
, 1944, p.34.

⑷
前
掲
書
⑴
、
第
一
五
三
、一
六
二
頁
。
原
文
は
年
代
を
「
貞
観
四
年
」
は
誤
り
で
あ
り
、「
咸
通
四
年
」、
す
な
わ
ち
八
六
三
年
で
あ
る
と

す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

⑸Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, op.cit. p.31.

⑹Loc.cit.

⑺
戴
蕃
豫
「
唐
代
青
龍
寺
之
教
学
与
日
本
文
化
」、
張
曼
涛
編
『
中
日
佛
教
関
係
研
究
』『
現
代
佛
教
学
術
叢
刊
』
第
八
十
一
冊
、
台
北
：

大
乗
出
版
社
、
一
九
七
八
年
、
第
七
十
七
頁
に
掲
載
。

⑻Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, op.cit. p.32.

⑼
馮
承
鈞
『
中
国
南
洋
交
通
史
』、
上
海
：
商
務
印
書
館
、
中
華
民
国
二
十
六
年
、「
序
略
」
第
一
頁
。

⑽
（
宋
）
鴎
陽
修
・
宋
祁
等
撰
『
新
唐
書
』、
香
港
：
香
港
文
学
研
究
社
（『
鋳
版
二
十
五
史
』
第
五
冊
）、
一
九
五
九
年
、
第
五
三
四
頁
。

⑾
同
上
、
第
一
一
〇
頁
。

⑿
林
遠
輝
・
張
応
龍
編
『
中
文
古
籍
中
的
馬
来
西
亜
資
訊
滙
編
』、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
：
馬
来
西
亜
中
華
大
会
堂
総
会
、
一
九
九
八
年
、
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第
七
五
頁
。

⒀
同
上
、
第
七
十
三
、六
八
三
頁
。

⒁
前
掲
⑹
を
参
照
。

⒂
王
琛
発
「
従
印
尼
菩
薩
聖
像
回
顧
東
南
亜
的
跨
海
佛
教
政
権
」、『
慈
悲
』
第
七
十
四
期
、
〇
四
月
―
〇
六
月
、
二
〇
一
一
年
、
第
二
五

―
二
六
頁
に
掲
載
。

⒃Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, op.cit. p.32.

⒄
河
野
公
平
編
纂
『
南
洋
総
覧
』、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
：
好
文
館
出
版
部
、
一
九
二
〇
年
、「
中
編
・
南
洋
誌
」、
第
一
四
頁
に
掲
載
。

⒅
同
上
。

⒆
同
上
。

⒇
同
上
、
第
二
頁
。

㉑
同
上
、
第
一
二
―
一
三
頁
。

㉒
同
上
、
第
一
三
頁
。

㉓
同
上
、
第
一
二
頁
。

㉔
松
村
金
助
著
、
劉
士
木
訳
『
日
本
之
南
生
命
線
』、
上
海
、
中
南
文
化
協
会
、
一
九
三
五
年
、
第
一
二
八
―
一
二
九
頁
。

㉕Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, op.cit. p.138.

㉖
林
満
紅
「
日
本
政
府
与
台
湾
籍
民
的
東
南
亜
投
資
（
一
八
九
五
―
一
九
四
五
）」『
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊
』
三
十
二
集
、

一
九
九
九
年
十
二
月
、
第
五
―
五
六
頁
。

㉗
鍾
淑
敏
「
台
湾
総
督
府
的
「
南
支
南
洋
」
政
策
―
以
事
業
補
助
為
中
心
」、『
台
大
歴
史
学
報
』
第
三
十
四
期
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
、

第
一
四
九
―
一
九
四
頁
。
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㉘
前
掲
書
⒄
、「
中
編
・
南
洋
誌
」、
第
二
五
―
二
七
頁
。

㉙Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, op.cit. p.136.

㉚
前
掲
書
⒄
、「
中
編
・
南
洋
誌
」、
第
二
三
頁
。

㉛Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, Loc.cit.

㉜Loc.cit.

㉝Loc.cit.

㉞Loc.cit.

㉟
前
掲
書
⒄
「
中
編
・
南
洋
誌
」、
第
六
五
頁
。

㊱
佃
光
治
撰
「
森
林
の
国
馬
来
半
島
よ
り
」、
前
掲
書
⒄
、「
上
編
・
論
叢
」
第
八
六
頁
に
掲
載
。

（37）Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, op.cit. p.137.

（38）
前
掲
書
㉒
。

（39）
前
掲
書
㉓
。

㊵
前
掲
書
⒄
、「
中
編
・
南
洋
誌
」、
第
三
五
頁
。

㊶
こ
れ
は
筆
者
が
十
三
年
前
一
度
目
に
家
人
を
連
れ
て
墓
地
に
参
拝
し
た
際
、
墓
守
が
当
地
の
地
方
の
記
憶
を
伝
え
る
の
を
聞
い
た
こ
と

に
よ
る
。

㊷
前
掲
書
⒄
、
第
二
五
―
二
七
頁
。

㊸
小
島
勝
・
木
場
明
志
『
ア
ジ
ア
の
開
教
と
教
育
』
京
都
：
法
蔵
館
、
一
九
九
二
年
、
第
三
三
頁
を
参
照
。

㊹
楊
増
文
「
楊
文
会
的
日
本
真
宗
観
―
紀
念
金
陵
刻
経
処
成
立
一
三
〇
周
年
」
を
参
照
、『
世
界
宗
教
研
究
』、
北
京
：
世
界
宗
教
研
究
雑

誌
社
、
一
九
九
七
年
第
四
期
、
第
四
七
―
五
五
頁
に
掲
載
。
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㊺
前
掲
書
㉔
二
十
四
、
第
七
八
頁
。

㊻
同
上
、
第
八
一
頁
。

㊼
同
上
、「
訳
者
序
」、
第
五
頁
。

㊽
木
場
明
志
「
明
治
期
対
外
戦
争
に
対
す
る
仏
教
の
役
割
―
真
宗
両
本
願
寺
派
を
例
と
し
て
―
」、
池
田
英
俊
編
『
論
集
日
本
仏
教
史
』
八

明
治
時
代
、
東
京
：
雄
山
閣
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
版
、
第
二
五
〇
―
二
六
〇
頁
に
掲
載
。

㊾
大
竹
明
彦
「『
曹
洞
宗
海
外
開
教
伝
道
史
』」、
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
九
二
年
。

㊿
大
澤
広
嗣
「
戦
時
期
の
南
方
関
与
と
仏
教 

―
真
如
親
王
奉
讃
会
の
組
織
と
運
動
―
」、（
近
代
性
と
「
仏
教
」
―
越
境
す
る
近
代
仏
教
研

究
―
パ
ネ
ル
〈
特
集
〉、
第
六
十
六
回
学
術
大
会
紀
要
）
を
参
照
、『
宗
教
研
究
』、
東
京
：
日
本
宗
教
学
会
、
八
十
一
巻
第
四
号
、
第

一
二
九
―
一
三
〇
（
第
九
一
三
―
九
一
四
頁
）、
二
〇
〇
八
年
三
月
三
〇
日
に
掲
載
。

（51）Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, op.cit. p.34.

（52）
竺
摩
「
為
普
照
寺
僧
及
蔵
経
殉
難
誌
哀
」、
作
者
に
よ
る
『
仏
教
時
事
感
言
』
専
輯
、
一
九
九
九
年
再
版
、
第
四
九
頁
に
掲
載
。

（53）
前
掲
書
⒄
、「
中
編
・
南
洋
誌
」、
第
三
六
頁
に
掲
載
。

（54）
釈
宝
慈
：『
鶴
山
極
楽
寺
誌
』、
ペ
ナ
ン
：
極
楽
寺
、
一
九
二
三
年
、
第
一
三
二
頁
。

�
同
上
、
第
三
二
頁
。

�
陳
秋
平
『
移
民
与
佛
教
―
英
植
民
時
代
的
槟
城
佛
教
』、
新
山
：
南
方
学
院
、
第108

―110

頁
を
参
照
。

�
王
琛
発
「「
馬
佛
青
之
父
」
蘇
曼
迦
羅
与
他
的
日
本
真
宗
伝
承
（
上
）」『
慈
悲
』
第
七
十
五
期
、
〇
七
―
〇
九
月
、
二
〇
一
一
年
、
第

二
〇
―
二
五
頁
に
掲
載
。

�
心
誼
・
林
幸
儀
・
劉
祈
万
編
『
達
公
上
人
永
懐
集
』、
ペ
ナ
ン
：
馬
来
西
亜
槟
城
極
楽
寺
、
一
九
九
九
年
、
第
八
―
一
一
頁
。


